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斎

藤

理

生

　

で
は
中
之
島
図
書
館
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
作
之
助
の
草
稿
に
関
す
る
研
究

は
、
あ
る
段
階
ま
で
は
飛
躍
的
に
進
め
や
す
く
な
っ
た
。
本
論
も
、
こ
の
電
子
公

開
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　
た
だ
し
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
も
と
も
と
織
田
文
庫
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
草

稿
は
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
、
作
品
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
十

分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
論
で
扱
う
『
動
物
集
』

の
よ
う
に
、
タ
イ
ト
ル
が
何
度
も
変
更
さ
れ
た
上
、
複
数
の
掌
編
で
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
断
片
化
し
、
ま
ち
ま
ち
の
箇
所
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
作
品
が
あ
る
の
だ
。

　
幸
い
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
化
に
伴
っ
て
改
善
も
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、『
動
物
集
』
の
草
稿
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
か
つ
て
は
「
動
物
集
」
だ

け
で
な
く
、「
十
姉
妹
」「
馬
地
獄
」
な
ど
、作
中
の
各
編
の
草
稿
に
も
当
た
る
必
要

が
あ
っ
た
。
館
内
で
借
り
受
け
た
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
か
ら
、
フ
ァ
イ
ル
を
一
つ
ず
つ

開
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
「
お
お
さ
か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
検
索
窓
に
「
織
田
文
庫

　
動
物
集
」
と
入
れ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
六
種
類
の

関
連
す
る
草
稿
が
手
持
ち
の
端
末
に
並
ぶ
。

　
も
っ
と
も
、
研
究
を
遂
行
す
る
上
で
は
、
こ
の
検
索
だ
け
に
頼
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
後
に
示
す
「
掌
篇
集
」
の
よ
う
に
、
内
容
は
『
動
物
集
』
で
も
、
検
索

に
は
引
っ
か
か
ら
な
い
資
料
も
存
在
す
る
か
ら
だ（

（
（

。
本
論
の
目
的
の
一
つ
に
、
こ

　
は
じ
め
に
―
織
田
作
之
助
の
草
稿
研
究
の
現
在

　　
本
論
で
は
、織
田
作
之
助
の
『
動
物
集
』（『
大
阪
文
学
』
一
九
四
一
年
一
二
月
）
の

草
稿
を
分
析
す
る
。
現
存
す
る
複
数
の
草
稿
を
比
較
検
討
し
、
本
文
の
形
成
過
程

に
迫
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
掌
編
集
の
表
現
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。

　
織
田
作
之
助
に
は
多
く
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
織
田
文
庫
の
資
料
は
、
主

に
第
Ⅰ
期
と
第
Ⅱ
期
と
に
分
け
ら
れ
る
。
第
Ⅰ
期
の
資
料
は
、
一
九
七
七
年
に
、

作
之
助
の
姉
で
あ
る
竹
中
タ
ツ
が
寄
贈
し
た
約
二
三
〇
〇
点
の
図
書
・
雑
誌
・
書

簡
・
草
稿
な
ど
で
あ
る
。
第
Ⅱ
期
の
資
料
は
、
二
〇
一
七
年
に
、
作
之
助
の
姪
で

養
女
で
も
あ
る
織
田
禎
子
が
寄
贈
し
た
約
六
五
〇
点
の
草
稿
、書
簡
な
ど
で
あ
る（

（
（

。

　
第
Ⅰ
期
の
資
料
の
内
、
草
稿
は
一
七
〇
点
。
そ
の
内
容
の
一
部
は
、
浦
西
和
彦

編
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典（

（
（

』
で
、
作
品
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
第
Ⅱ

期
に
は
三
七
七
点
と
い
う
、
二
倍
以
上
の
草
稿
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
資

料
の
充
実
を
活
か
し
て
、
近
年
は
草
稿
を
用
い
た
個
別
作
品
の
分
析
も
進
み
つ
つ

あ
る（

（
（

。

　
織
田
文
庫
所
蔵
の
草
稿
は
、二
〇
二
五
年
か
ら
「
お
お
さ
か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（https://da.library.pref.osaka.jp/

）
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

織
田
作
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助
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物
集
』
の
草
稿
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の
よ
う
な
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
草
稿
を
加
え
た
再
整
理
が
あ
る
。

　
織
田
作
之
助
は
、
ご
く
短
い
小
説
を
作
る
上
で
も
、
何
度
も
推
敲
し
な
が
ら
書

い
た（

（
（

。
な
か
で
も
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
動
物
集
』
は
、正
宗
白
鳥
「
年
末
所
感（

（
（

」

に
お
い
て
「
い
ろ
〳
〵
な
鳥
獣
を
題
目
に
摂
つ
て
、人
間
を
描
い
た
小
品
で
あ
る
。

目
の
つ
け
所
が
面
白
い
。
少
し
舌
足
ら
ず
の
書
振
り
だ
が
、
そ
こ
に
愛
嬌
が
あ
る

と
言
つ
て
も
い
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
都
会
の
文
学
で
あ
り
、
こ
と
に
大
阪
の
産

物
ら
し
い
と
思
は
れ
た
」
と
好
意
的
に
読
ま
れ
た
こ
と
で
、
作
家
生
前
か
ら
評
価

の
高
い
作
品
で
あ
っ
た（

（
（

。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
作
中
の
一
編
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と

は
あ
っ
た
が（
（1
（

、
掌
編
集
全
体
に
対
す
る
ま
と
ま
っ
た
考
察
は
な
い
。

　
こ
の
『
動
物
集
』
は
、
ど
の
よ
う
に
出
来
上
が
っ
た
の
か
。
残
さ
れ
た
草
稿
に

基
づ
い
て
、
本
文
の
形
成
過
程
を
辿
る
こ
と
は
、
作
品
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
織

田
作
之
助
の
創
作
方
法
を
知
る
上
で
も
有
益
な
は
ず
で
あ
る
。

　
一

　『動
物
集
』
草
稿
の
全
体
像

　　『
動
物
集
』
は
、
動
物
の
名
前
を
冠
し
た
七
つ
の
掌
編
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち

「
十
姉
妹
」「
土
佐
犬
」「
鴉
金
」「
馬
地
獄
」「
梟
」「
狸
」「
猫
の
蚤
」
で
あ
る
。

　
七
つ
の
掌
編
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
世
界
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
作
中
に
お
け

る
動
物
の
位
置
づ
け
は
、
話
ご
と
に
異
な
る
。「
十
姉
妹
」「
馬
地
獄
」
の
よ
う
に

題
名
に
な
っ
て
い
る
動
物
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
話
も
あ
れ
ば
、「
土
佐
犬
」

の
よ
う
に
、最
後
だ
け
に
出
て
く
る
話
も
あ
る
。「
猫
の
蚤
」
の
よ
う
に
話
題
に
し

か
出
て
こ
な
い
場
合
も
あ
る
し
、「
鴉
金
」「
梟
」「
狸
」
の
よ
う
に
、
動
物
か
ら
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
人
間
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
の
場
合
さ
え
あ
る
。

　
こ
の
『
動
物
集
』
に
は
七
種
類
、
計
六
三
枚
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
い
ま
仮

に
、
織
田
文
庫
で
分
類
さ
れ
た
番
号
の
順
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
並
べ

る
と
、
以
下
の
Ａ
～
Ｇ
の
よ
う
に
な
る
。

　
Ａ
：�「
草
稿
56
」（「
動
物
集

　
01
」
四
枚
）
は
、
久
楽
堂
製
の
、
褐
色
の
罫
線
の

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｂ
：�「
草
稿
56
」（「
動
物
集

　
02
」
二
枚
）
は
、
松
屋
製
の
、
橙
色
の
罫
線
の
四
百

字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｃ
：�「
草
稿
Ⅱ
―
11
」（「
馬
地
獄
」
一
枚
）
は
、
松
屋
製
の
、
橙
色
の
罫
線
の
四
百

字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｄ
：�「
草
稿
Ⅱ
―
70
」（「
十
姉
妹
」
二
一
枚
）
は
、
松
屋
製
の
、
橙
色
の
罫
線
の

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｅ
：�「
草
稿
Ⅱ
―
71
」（「
十
姉
妹
」
三
一
枚
）
は
、
松
屋
製
の
、
群
青
色
の
罫
線

の
二
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｆ
：�「
草
稿
Ⅱ
―
72
」（「
短
篇
集

　
十
姉
妹
」
一
枚
）
は
、
久
楽
堂
製
の
、
褐
色
の

罫
線
の
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
Ｇ
：�「
草
稿
Ⅱ
―
81
」（「
掌
篇
集
」
三
枚
）
は
、
松
屋
製
の
、
群
青
色
の
罫
線
の

二
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
こ
の
う
ち
第
Ⅰ
期
の
資
料
で
あ
る
Ａ
と
Ｂ
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
、『
織
田
作
之
助

文
藝
事
典
』
に
も
記
載
が
あ
り
、
翻
刻
も
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
抹
消
や
挿
入
の
箇

所
は
書
か
れ
て
い
な
い
）。
し
か
し
、
第
Ⅱ
期
に
追
補
さ
れ
た
Ｃ
～
Ｇ
の
草
稿
の
実

態
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
原
稿
用
紙
の
種
類
か
ら
は
、
Ａ
と
Ｆ
、
Ｂ
と
Ｃ
と
Ｄ
、
Ｅ
と
Ｇ
と
い
う
三
つ
に

区
分
で
き
る
。
で
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
Ａ
は
「
十
姉
妹
」
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
（「
2
」
か
ら
「
5
」
ま
で
の
ノ
ン

ブ
ル
が
あ
る
）、
最
後
に
「
猫
の
蚤
」
と
い
う
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

発
表
本
文
と
は
話
の
順
番
が
ち
が
っ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
の
右
側
五
分
の
二
ほ
ど

が
破
か
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　
Ｂ
は
、「
土
佐
犬
」
の
序
盤
と
、「
猫
の
蚤
」
の
終
盤
と
の
、
途
中
の
草
稿
（
そ

れ
ぞ
れ
「
4
」「
22
」
と
ノ
ン
ブ
ル
が
あ
る
）
一
枚
ず
つ
で
あ
る
。
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Ｃ
は
「
馬
地
獄
」
の
序
盤
の
草
稿
で
あ
る
。「
9
」
と
ノ
ン
ブ
ル
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　
Ｄ
は
、「
1
」
か
ら
「
21
」
ま
で
ノ
ン
ブ
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
、「
阿

堵
物
」
と
書
か
れ
た
総
題
が
抹
消
さ
れ
、「
動
物
集
」
に
さ
れ
て
い
る
（「
阿
堵
物
」

は
金
銭
の
意
）。
内
容
は
、「
十
姉
妹
」「
土
佐
犬
」「
鴉
金
」「
馬
地
獄
」「
梟
」「
狸
」

「
猫
の
蚤
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
「
土
佐
犬
」
は
「
だ
い
も
ん
ぢ
や
」、

「
鴉
金
」
は
「
評
判
」、「
梟
」
は
「
遣
繰
」、「
狸
」
は
「
遺
産
」
と
い
う
字
が
抹
消

さ
れ
た
上
で
、前
記
の
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
。「
猫
の
蚤
」
の
結
末
ま
で
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
二
一
枚
と
い
う
多
く
の
分
量
を
残
し
て
い
る
点
で
、『
動
物
集
』
の

草
稿
を
検
討
す
る
基
盤
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

　
こ
の
Ｄ
は
、
Ｂ
と
連
続
性
が
あ
る
。
Ｄ
と
Ｂ
と
の
「
4
」
は
、「
土
佐
犬
」
の
ほ

ぼ
同
じ
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
の
「
22
」
は
、
Ｃ
の
「
21
」
か
ら
文
章
を
連
続

し
て
読
め
る
。
原
稿
用
紙
も
同
じ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｄ
は
Ｃ
と
も
連
続
性
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
が
同
じ
で
あ
り
、
Ｃ
の
内
容

は
、Ｄ
の
「
9
」
に
対
応
し
て
い
る
。
細
部
を
見
る
と
、Ｃ
で
「
喫
茶
店
」
を
「
珈

琲
店
」
に
書
き
換
え
て
い
る
部
分
が
、
Ｄ
で
は
「
珈
琲
店
」
の
み
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
Ｄ
の
「
9
」
の
前
段
階
が
Ｃ
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、Ｂ
の
一
枚
目
と
Ｃ
は
、Ｄ
の
派
生
形
で
あ
る
。
Ｂ
の
二
枚
目
は
Ｄ
に
後

続
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｂ
を
足
す
こ
と
で
、
Ｄ
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
揃
っ

た
草
稿
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
織
田
文
庫
の
第
Ⅱ
期
に
追
加
さ
れ
た
草
稿
の
一
つ

は
、
第
Ⅰ
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
草
稿
の
一
つ
の
母
体
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
。

　
Ｅ
は
最
も
枚
数
の
多
い
草
稿
で
あ
る
。た
だ
し
二
〇
〇
字
詰
の
原
稿
用
紙
ゆ
え
、

文
字
数
と
し
て
は
Ｄ
の
方
が
多
い
。「
1
」
か
ら
「
31
」
ま
で
の
ノ
ン
ブ
ル
が
打
た

れ
て
い
る
。「
1
」
で
は
、
や
は
り
「
阿
堵
物
」
と
書
か
れ
た
総
題
が
抹
消
さ
れ
、

「
動
物
集
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
と
Ｅ
は
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
、作
家
が

タ
イ
ト
ル
に
迷
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
で
は
、
Ｄ
と
Ｅ
で
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
書
か
れ
た
の
か
。
内
容
を
見
る
と
、
Ｅ

に
は
「
十
姉
妹
」「
土
佐
犬
（「
だ
い
も
ん
ぢ
や
」
が
抹
消
）」「
鴉
金
（「
評
判
」
が
抹

消
）」「
馬
地
獄
」「
梟
」
の
途
中
ま
で
が
残
っ
て
い
る
（「
狸
」
や
「
猫
の
蚤
」
に
当

た
る
内
容
は
欠
け
て
い
る
）。
こ
の
内
「
梟
」
に
は
題
名
の
修
正
の
痕
跡
が
な
い
た

め
、
Ｅ
は
Ｄ
よ
り
も
後
に
書
か
れ
た
と
見
な
せ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
編
の

内
容
を
検
討
し
た
と
き
、
い
ず
れ
も
Ｅ
の
方
が
発
表
本
文
に
近
い
点
か
ら
も
、
Ｄ

が
先
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
Ｆ
は
「
1
」
と
い
う
ノ
ン
ブ
ル
が
付
い
た
、「
十
姉
妹
」
の
冒
頭
の
一
枚
だ
け

の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
最
初
に
「
短
篇
集
」
と
い
う
総
題
が
つ
い
て
い
る
。
ま

た
、
Ｆ
の
文
章
は
、
Ａ
の
「
2
」
に
連
続
す
る
。
原
稿
用
紙
も
同
じ
で
、
右
側
五

分
の
二
ほ
ど
が
破
か
れ
て
い
る
状
態
も
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
Ⅱ
期

で
追
加
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
Ｆ
は
、
第
Ⅰ
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
Ａ
の
一

部
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
。

　
Ｇ
は
「
掌
篇
集
」
と
い
う
総
題
の
も
と
、「
吝
嗇
」「
蓄
財
」「
遺
伝
」
の
三
編
か

ら
成
る
。
ノ
ン
ブ
ル
は
「
1
」「
3
」「
4
」
と
付
い
て
い
る
。
こ
の
内
「
吝
嗇
」

は
「
十
姉
妹
」
と
、「
蓄
財
」
は
「
猫
の
蚤
」
と
、「
遺
伝
」
は
「
鴉
金
」
と
内
容

が
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
す
る
）。
そ
の
た
め
Ｇ
か
ら
は
、
執
筆

の
初
期
段
階
で
は
話
の
数
が
少
な
く
、
並
べ
方
も
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、「
十
姉
妹
」
か
ら
「
猫
の
蚤
」
へ
と
連
続
し
て
い
る
点
は
Ａ
と
同
じ

で
あ
る
た
め
、「
Ｇ
→
Ｆ+

Ａ
」
と
い
う
連
続
性
を
物
語
っ
て
も
い
る
。

　
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
七
種
類
の
草
稿
を
時
間
的
な
順
序
に
並
べ
る
と

「
Ｇ
→
Ｆ
＋
Ａ
→
Ｄ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
→
Ｅ
」
と
い
う
四
段
階
に
な
る
。
そ
の
間
、総
題
は

「
掌
篇
集
」（
Ｇ
）
→
「
短
篇
集
」（
Ｆ
＋
Ａ
）
→
「
阿
堵
物
→
動
物
集
」（
Ｄ
＋
Ｂ

＋
Ｃ
）
及
び
（
Ｅ
）、
と
変
遷
し
た
。
当
初
は
、
短
い
話
を
集
め
た
と
い
う
意
味
だ

け
の
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、
金
銭
と
い
う
主
題
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
動
物
と
い
う
共
通
性
を
前
面
に
出
す
こ
と
が
選
ば
れ
た
、
と
い
う
推
移
が

織
田
作
之
助
『
動
物
集
』
の
草
稿
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Ｃ
は
「
馬
地
獄
」
の
序
盤
の
草
稿
で
あ
る
。「
9
」
と
ノ
ン
ブ
ル
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　
Ｄ
は
、「
1
」
か
ら
「
21
」
ま
で
ノ
ン
ブ
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
、「
阿

堵
物
」
と
書
か
れ
た
総
題
が
抹
消
さ
れ
、「
動
物
集
」
に
さ
れ
て
い
る
（「
阿
堵
物
」

は
金
銭
の
意
）。
内
容
は
、「
十
姉
妹
」「
土
佐
犬
」「
鴉
金
」「
馬
地
獄
」「
梟
」「
狸
」

「
猫
の
蚤
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
「
土
佐
犬
」
は
「
だ
い
も
ん
ぢ
や
」、

「
鴉
金
」
は
「
評
判
」、「
梟
」
は
「
遣
繰
」、「
狸
」
は
「
遺
産
」
と
い
う
字
が
抹
消

さ
れ
た
上
で
、前
記
の
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
。「
猫
の
蚤
」
の
結
末
ま
で
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
二
一
枚
と
い
う
多
く
の
分
量
を
残
し
て
い
る
点
で
、『
動
物
集
』
の

草
稿
を
検
討
す
る
基
盤
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

　
こ
の
Ｄ
は
、
Ｂ
と
連
続
性
が
あ
る
。
Ｄ
と
Ｂ
と
の
「
4
」
は
、「
土
佐
犬
」
の
ほ

ぼ
同
じ
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
の
「
22
」
は
、
Ｃ
の
「
21
」
か
ら
文
章
を
連
続

し
て
読
め
る
。
原
稿
用
紙
も
同
じ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｄ
は
Ｃ
と
も
連
続
性
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
が
同
じ
で
あ
り
、
Ｃ
の
内
容

は
、Ｄ
の
「
9
」
に
対
応
し
て
い
る
。
細
部
を
見
る
と
、Ｃ
で
「
喫
茶
店
」
を
「
珈

琲
店
」
に
書
き
換
え
て
い
る
部
分
が
、
Ｄ
で
は
「
珈
琲
店
」
の
み
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
Ｄ
の
「
9
」
の
前
段
階
が
Ｃ
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、Ｂ
の
一
枚
目
と
Ｃ
は
、Ｄ
の
派
生
形
で
あ
る
。
Ｂ
の
二
枚
目
は
Ｄ
に
後

続
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｂ
を
足
す
こ
と
で
、
Ｄ
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
揃
っ

た
草
稿
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
織
田
文
庫
の
第
Ⅱ
期
に
追
加
さ
れ
た
草
稿
の
一
つ

は
、
第
Ⅰ
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
草
稿
の
一
つ
の
母
体
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
。

　
Ｅ
は
最
も
枚
数
の
多
い
草
稿
で
あ
る
。た
だ
し
二
〇
〇
字
詰
の
原
稿
用
紙
ゆ
え
、

文
字
数
と
し
て
は
Ｄ
の
方
が
多
い
。「
1
」
か
ら
「
31
」
ま
で
の
ノ
ン
ブ
ル
が
打
た

れ
て
い
る
。「
1
」
で
は
、
や
は
り
「
阿
堵
物
」
と
書
か
れ
た
総
題
が
抹
消
さ
れ
、

「
動
物
集
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
と
Ｅ
は
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
、作
家
が

タ
イ
ト
ル
に
迷
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
で
は
、
Ｄ
と
Ｅ
で
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
書
か
れ
た
の
か
。
内
容
を
見
る
と
、
Ｅ

に
は
「
十
姉
妹
」「
土
佐
犬
（「
だ
い
も
ん
ぢ
や
」
が
抹
消
）」「
鴉
金
（「
評
判
」
が
抹

消
）」「
馬
地
獄
」「
梟
」
の
途
中
ま
で
が
残
っ
て
い
る
（「
狸
」
や
「
猫
の
蚤
」
に
当

た
る
内
容
は
欠
け
て
い
る
）。
こ
の
内
「
梟
」
に
は
題
名
の
修
正
の
痕
跡
が
な
い
た

め
、
Ｅ
は
Ｄ
よ
り
も
後
に
書
か
れ
た
と
見
な
せ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
編
の

内
容
を
検
討
し
た
と
き
、
い
ず
れ
も
Ｅ
の
方
が
発
表
本
文
に
近
い
点
か
ら
も
、
Ｄ

が
先
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
Ｆ
は
「
1
」
と
い
う
ノ
ン
ブ
ル
が
付
い
た
、「
十
姉
妹
」
の
冒
頭
の
一
枚
だ
け

の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
最
初
に
「
短
篇
集
」
と
い
う
総
題
が
つ
い
て
い
る
。
ま

た
、
Ｆ
の
文
章
は
、
Ａ
の
「
2
」
に
連
続
す
る
。
原
稿
用
紙
も
同
じ
で
、
右
側
五

分
の
二
ほ
ど
が
破
か
れ
て
い
る
状
態
も
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
Ⅱ
期

で
追
加
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
Ｆ
は
、
第
Ⅰ
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
Ａ
の
一

部
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
。

　
Ｇ
は
「
掌
篇
集
」
と
い
う
総
題
の
も
と
、「
吝
嗇
」「
蓄
財
」「
遺
伝
」
の
三
編
か

ら
成
る
。
ノ
ン
ブ
ル
は
「
1
」「
3
」「
4
」
と
付
い
て
い
る
。
こ
の
内
「
吝
嗇
」

は
「
十
姉
妹
」
と
、「
蓄
財
」
は
「
猫
の
蚤
」
と
、「
遺
伝
」
は
「
鴉
金
」
と
内
容

が
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
す
る
）。
そ
の
た
め
Ｇ
か
ら
は
、
執
筆

の
初
期
段
階
で
は
話
の
数
が
少
な
く
、
並
べ
方
も
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、「
十
姉
妹
」
か
ら
「
猫
の
蚤
」
へ
と
連
続
し
て
い
る
点
は
Ａ
と
同
じ

で
あ
る
た
め
、「
Ｇ
→
Ｆ+

Ａ
」
と
い
う
連
続
性
を
物
語
っ
て
も
い
る
。

　
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
七
種
類
の
草
稿
を
時
間
的
な
順
序
に
並
べ
る
と

「
Ｇ
→
Ｆ
＋
Ａ
→
Ｄ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
→
Ｅ
」
と
い
う
四
段
階
に
な
る
。
そ
の
間
、総
題
は

「
掌
篇
集
」（
Ｇ
）
→
「
短
篇
集
」（
Ｆ
＋
Ａ
）
→
「
阿
堵
物
→
動
物
集
」（
Ｄ
＋
Ｂ

＋
Ｃ
）
及
び
（
Ｅ
）、
と
変
遷
し
た
。
当
初
は
、
短
い
話
を
集
め
た
と
い
う
意
味
だ

け
の
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、
金
銭
と
い
う
主
題
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
動
物
と
い
う
共
通
性
を
前
面
に
出
す
こ
と
が
選
ば
れ
た
、
と
い
う
推
移
が

織
田
作
之
助
『
動
物
集
』
の
草
稿
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浮
か
び
あ
が
る
。

　
以
上
が
『
動
物
集
』
の
草
稿
の
、
全
体
像
の
考
察
で
あ
る
。
次
に
、
個
別
の
作

品
を
分
析
す
る
。

　
二

　「十
姉
妹
」
の
草
稿

　　
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
十
姉
妹
」
は
、
十
姉
妹
の
飼
育
が
流
行
し
た
時
期
に
、
興

味
を
示
さ
な
か
っ
た
節
約
家
の
男
の
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
男
の
懐

に
十
姉
妹
が
舞
い
こ
む
。
男
は
慌
て
て
追
い
か
け
、
転
ん
で
足
を
骨
折
し
、
医
者

に
も
通
わ
な
か
っ
た
た
め
に
不
自
由
に
な
る
が
、
外
出
の
困
難
を
口
実
に
、
余
計

な
金
を
使
わ
ず
に
済
む
と
考
え
直
す
。

　「
十
姉
妹
」
に
は
、七
編
の
う
ち
最
も
多
く
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
Ａ
に
四
枚
、
Ｄ
に
三
枚
、
Ｅ
に
五
枚
、
Ｇ
に
二
枚
、
Ｆ
に
一
枚
の
草
稿
が
あ

る
。
一
五
枚
の
草
稿
に
よ
り
、「
Ｇ
→
Ｆ
＋
Ａ
→
Ｄ
→
Ｅ
」
と
い
う
四
段
階
が
比
較

で
き
る
点
で
特
筆
さ
れ
る
。

　『
大
阪
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
「
十
姉
妹
」
冒
頭
の
本
文
は
以
下
で
あ
る
。

　
人
み
な
十
姉
妹
を
飼
ふ
た
時
に
、
そ
の
男
ば
か
り
は
こ
れ
を
飼
は
ず
、
あ

の
鳥
は
見
る
の
も
い
や
だ
と
言
ひ
ふ
ら
し
て
、
わ
ざ
と
ら
し
か
つ
た
。
下
駄

の
ち
び
る
の
を
惜
ん
で
、
小
石
の
多
い
道
は
避
け
て
あ
る
き
、
始
末
第
一
の

男
だ
つ
た
。
天
邪
鬼
で
飼
は
ぬ
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
最
も
早
く
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
Ｇ
で
は
、「
吝
嗇
」
と
い

う
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
段
落
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
猫
も
杓
子
も
十
姉
妹
を
飼
う
た
。
そ
れ
が
癪
だ
と
十
姉
妹
な
ど
見
向
き
も

し
な
か
つ
た
。
せ
め
て
、
飼
へ
と
い
ふ
な
ら
、
雀
で
も
飼
ふ
さ
と
い
つ
て
ゐ

た
。

　
十
姉
妹
の
流
行
時
に
、
一
人
だ
け
飼
わ
な
い
男
が
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
内
容

は
、
発
表
さ
れ
た
本
文
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
Ｇ
の
本
文
か
ら
は
、「
吝
嗇
」
な

様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
む
し
ろ
世
間
の
流
行
に
、
あ
え
て
背
を
向
け
る
態
度
が

押
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、Ｆ
及
び
Ａ
の
「
十
姉
妹
」
に
関
わ
る
部
分
を
検
討
す
る
（
以
下
の
草
稿
の

引
用
に
お
い
て
、【

　
】
は
抹
消
、〈

　
〉
は
挿
入
、
■
は
判
読
不
能
で
あ
っ
た
文
字
を
指

す
）。
Ｆ
の
本
文
に
は
「
猫
も
杓
子
も
十
姉
妹
を
飼
う
た
時
に
、そ
の
男
ば
か
り
は

こ
れ
を
飼
は
ず
、【
十
姉
妹
】〈
あ
の
鳥
〉
は
見
る
の
も
い
や
」
ま
で
が
書
か
れ
て

い
る
。
一
方
Ａ
は
、「
だ
と
い
ひ
ふ
ら
し
て
、
わ
ざ
と
ら
し
か
つ
た
。
下
駄
の
歯
の

ち
び
る
の
を
惜
し
ん
で
、〈
小
〉
石
の
多
い
道
を
避
け
て
あ
る
【
き
】〈
く
な
ど
〉、

常
住
始
末
第
一
の
男
【
ゆ
ゑ
】〈
だ
つ
た
〉。
眼
に
見
え
ぬ
ほ
ど
の
餌
も
年
中
に
積

つ
て
は
大
分
の
こ
と
【
だ
と
】〈
故
〉、【
物
惜
し
み
か
ら
飼
は
な
か
つ
】
け
つ
し
て

天
邪
鬼
か
ら
飼
は
ぬ
の
で
は
な
か
つ
た
。」
と
続
く
。
文
章
の
流
れ
か
ら
、Ｆ
と
Ａ

と
の
連
続
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
男
の
性
格
が
「
始
末
第
一
」
で
あ
り
「
天
邪
鬼
で

は
な
」
い
と
、
序
盤
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
男
が
意
識
的

に
流
行
に
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
極
度
の
節
約
家
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
「
下
駄
の
歯
の
ち
び
る
の
を
惜
し
」
む
と
い

う
内
容
が
挿
入
さ
れ
た
。
結
末
の
、
歩
け
な
い
た
め
に
下
駄
代
が
浮
く
こ
と
を
喜

ぶ
、
と
い
う
展
開
に
結
び
付
く
要
素
が
、
序
盤
に
書
き
こ
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｆ
＋
Ａ
の
段
階
で
プ
ロ
ッ
ト
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
Ｄ
の
冒
頭
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
猫
も
杓
子
も
十
姉
妹
を
飼
う
た
時
に
、そ
の
男
ば
か
り
は
こ
れ
を
飼
は
ず
、

あ
の
鳥
は
見
る
の
も
い
や
だ
と
言
ひ
ふ
ら
し
て
、
わ
ざ
と
ら
し
か
つ
た
。
下

駄
の
ち
び
る
の
を
惜
ん
で
、
小
石
の
多
い
道
は
避
け
て
【
通
】
あ
る
き
、【
常

住
】
始
末
第
一
の
男
だ
つ
た
。
天
邪
鬼
で
飼
は
ぬ
の
で
は
な
【
い
】
か
つ
た
。

　
こ
の
叙
述
は
発
表
本
文
に
近
い
。「
猫
も
杓
子
も
」と
い
う
作
之
助
が
好
ん
だ
表

二
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現
を
「
人
み
な
」
と
書
き
か
え
た
こ
と
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
Ｆ
＋
Ａ
と

比
較
し
た
と
き
、
Ｄ
で
は
餌
に
金
が
か
か
る
こ
と
を
気
に
す
る
話
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。
吝
嗇
な
面
が
、
や
や
後
景
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
発
表
本
文
で
は
、
こ
の
あ
と
十
姉
妹
が
偶
然
「
男
」
の
懐
に
舞
い
こ
み
、
欲
を

か
い
た
彼
が
負
傷
す
る
流
れ
に
な
る
。
そ
の
様
子
は
、
Ａ
で
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
た
。

日
頃
上
を
見
て
歩
か
ぬ
男
だ
つ
た
が
、
こ
の
時
ば
か
り
、
足
も
と
に
気
が
つ

か
ず
、
い
き
な
り
小
石
に
け
つ
ま
づ
い
て
、
足
が
ぐ
ね
【
つ
】〈
り
、
倒
れ
〉

た
。〈
ぽ
き
り
と
骨
の
音
が
し
た
の
を
き
か
ず
、〉
鼻
緒
が
き
れ
た
と
、
咄
嗟

の
想
ひ
が
痛
く
【
来
】〈
地
面
を
這
う
〉
た
。

　
Ａ
の
最
終
的
に
至
っ
た
本
文
は
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
途
中

で
、
骨
が
折
れ
る
音
を
聞
き
逃
し
た
と
い
う
内
容
が
挿
入
さ
れ
た
点
が
注
意
さ
れ

る
。
欲
に
か
ま
け
て
身
体
の
異
変
を
見
逃
す
迂
闊
さ
に
よ
っ
て
、
金
銭
に
の
み
執

着
す
る
男
の
性
格
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
だ
か
ら
こ
そ
末
尾
で
、
身
体
的

な
不
幸
を
経
済
的
な
幸
と
捉
え
る
彼
の
一
貫
し
た
、
風
変
わ
り
な
個
性
が
際
立
つ

こ
と
に
な
る
。

　
Ｇ
の
段
階
で
も
、
十
姉
妹
が
男
の
懐
に
来
た
様
子
は
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し

Ｇ
は
ノ
ン
ブ
ル
「
1
」
と
「
3
」
と
の
間
が
抜
け
て
い
る
た
め
、
男
の
身
に
何
が

起
こ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
末
尾
を
描
い
た
「
3
」
の
叙
述
は
以
下

で
あ
る
。

を
踏
切
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
、
喜
ん
だ
。
歯
が
ち
び
る
こ
と
も
あ
る
ま
い

と
、
喜
ん
だ
。
こ
の
得
、
一
生
に
見
積
つ
て
、
ど
れ
ほ
ど
か
。
十
姉
妹
飼
は

な
か
つ
た
の
は
、
む
ろ
ん
、
吝
嗇
か
ら
だ
つ
た
。

　
歯
の
摩
耗
を
気
に
す
る
部
分
か
ら
、
お
そ
ら
く
他
の
草
稿
と
同
じ
く
、
欲
を
か

い
た
直
後
に
足
を
負
傷
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｇ
で
は
最
後
に
「
吝
嗇
」

と
い
う
性
格
が
明
言
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ａ
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
男
は
ひ
そ
か
に
考
へ
て
、
も
う
こ
れ
で
下
駄
の
鼻
緒
を
踏
み
切
る
こ
と

も
、
歯
【
■
】〈
の
〉
ち
び
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
、
一
生
見
積
も
つ
て
ど
れ

だ
け
の
得
か
と
、
ち
ん
ば
を
口
実
に
、
■
〈
一
〉
生
外
出
し
な
か
つ
た
。
坐

業
の
細
工
職
人
故
、
そ
れ
で
結
構
こ
と
足
り
【〈
る
の
だ
つ
〉】
た
。
お
ま
け

に
、
仕
事
も
は
か
ど
る
の
だ
つ
た
。

　
こ
の
叙
述
は
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
Ｆ
＋
Ａ
は
、「
十
姉
妹
」
の
草

稿
中
で
も
特
に
抹
消
や
挿
入
の
跡
が
多
い
。
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
筆
を
進
め
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
推
敲
の
結
果
、
初
出
本
文
に
近
い
内
容
に
ま
で
辿
り
着

い
た
の
で
あ
る
。

　
裏
を
返
せ
ば
、
Ｇ
で
は
最
後
に
、
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
こ
と
を
「
喜
ん
だ
」

と
く
り
返
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
男
が
強
が
っ
て
、
天
邪
鬼
を
演
じ
続
け
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
れ
が
Ａ
で
は
感
情
は
書
か
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
に
は

得
だ
と
考
え
た
こ
と
、
実
際
に
仕
事
に
も
支
障
を
来
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、吝
嗇
な
性
格
が
よ
り
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
Ｆ
＋
Ａ
か
ら
Ｄ
へ
の
変
化
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
端
的

に
言
う
と
、
前
者
の
内
容
は
、
後
者
で
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
二
段
落
の
、
懐
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
十
姉
妹
に
つ
い
て
、
捕
ま
え
て

売
れ
ば
良
い
金
に
な
る
と
考
え
る
場
面
は
、
Ａ
で
は
「
一
羽
一
円
五
十
銭
」
だ
っ

た
の
が
、
Ｄ
で
は
「
一
羽
一
円
。
い
や
、
一
円
五
十
銭
」
と
さ
れ
て
い
る
。
男
の

銭
勘
定
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
十
姉
妹
に
無
関
心
だ
っ
た
男
の
変
心
が

段
階
的
に
な
り
、
滑
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｄ
の
改
変
は
、
発
表
本
文
ま
で
受
け

継
が
れ
る
。

　
ま
た
、
最
終
段
落
は
、
Ａ
で
は
「
こ
の
男
は
ひ
そ
か
に
考
へ
て
」
だ
っ
た
の
が
、

Ｄ
で
は
「
何
の
因
果
か
と
男
は
な
げ
い
た
が
、
ま
た
考
へ
な
ほ
し
て
」
に
変
化
し

た
。
や
は
り
、
男
の
変
心
に
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
幸
不
幸
の
発
想
を
転
換

織
田
作
之
助
『
動
物
集
』
の
草
稿
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現
を
「
人
み
な
」
と
書
き
か
え
た
こ
と
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
Ｆ
＋
Ａ
と

比
較
し
た
と
き
、
Ｄ
で
は
餌
に
金
が
か
か
る
こ
と
を
気
に
す
る
話
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。
吝
嗇
な
面
が
、
や
や
後
景
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
発
表
本
文
で
は
、
こ
の
あ
と
十
姉
妹
が
偶
然
「
男
」
の
懐
に
舞
い
こ
み
、
欲
を

か
い
た
彼
が
負
傷
す
る
流
れ
に
な
る
。
そ
の
様
子
は
、
Ａ
で
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
た
。

日
頃
上
を
見
て
歩
か
ぬ
男
だ
つ
た
が
、
こ
の
時
ば
か
り
、
足
も
と
に
気
が
つ

か
ず
、
い
き
な
り
小
石
に
け
つ
ま
づ
い
て
、
足
が
ぐ
ね
【
つ
】〈
り
、
倒
れ
〉

た
。〈
ぽ
き
り
と
骨
の
音
が
し
た
の
を
き
か
ず
、〉
鼻
緒
が
き
れ
た
と
、
咄
嗟

の
想
ひ
が
痛
く
【
来
】〈
地
面
を
這
う
〉
た
。

　
Ａ
の
最
終
的
に
至
っ
た
本
文
は
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
途
中

で
、
骨
が
折
れ
る
音
を
聞
き
逃
し
た
と
い
う
内
容
が
挿
入
さ
れ
た
点
が
注
意
さ
れ

る
。
欲
に
か
ま
け
て
身
体
の
異
変
を
見
逃
す
迂
闊
さ
に
よ
っ
て
、
金
銭
に
の
み
執

着
す
る
男
の
性
格
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
だ
か
ら
こ
そ
末
尾
で
、
身
体
的

な
不
幸
を
経
済
的
な
幸
と
捉
え
る
彼
の
一
貫
し
た
、
風
変
わ
り
な
個
性
が
際
立
つ

こ
と
に
な
る
。

　
Ｇ
の
段
階
で
も
、
十
姉
妹
が
男
の
懐
に
来
た
様
子
は
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し

Ｇ
は
ノ
ン
ブ
ル
「
1
」
と
「
3
」
と
の
間
が
抜
け
て
い
る
た
め
、
男
の
身
に
何
が

起
こ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
末
尾
を
描
い
た
「
3
」
の
叙
述
は
以
下

で
あ
る
。

を
踏
切
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
、
喜
ん
だ
。
歯
が
ち
び
る
こ
と
も
あ
る
ま
い

と
、
喜
ん
だ
。
こ
の
得
、
一
生
に
見
積
つ
て
、
ど
れ
ほ
ど
か
。
十
姉
妹
飼
は

な
か
つ
た
の
は
、
む
ろ
ん
、
吝
嗇
か
ら
だ
つ
た
。

　
歯
の
摩
耗
を
気
に
す
る
部
分
か
ら
、
お
そ
ら
く
他
の
草
稿
と
同
じ
く
、
欲
を
か

い
た
直
後
に
足
を
負
傷
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｇ
で
は
最
後
に
「
吝
嗇
」

と
い
う
性
格
が
明
言
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ａ
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
男
は
ひ
そ
か
に
考
へ
て
、
も
う
こ
れ
で
下
駄
の
鼻
緒
を
踏
み
切
る
こ
と

も
、
歯
【
■
】〈
の
〉
ち
び
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
、
一
生
見
積
も
つ
て
ど
れ

だ
け
の
得
か
と
、
ち
ん
ば
を
口
実
に
、
■
〈
一
〉
生
外
出
し
な
か
つ
た
。
坐

業
の
細
工
職
人
故
、
そ
れ
で
結
構
こ
と
足
り
【〈
る
の
だ
つ
〉】
た
。
お
ま
け

に
、
仕
事
も
は
か
ど
る
の
だ
つ
た
。

　
こ
の
叙
述
は
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
Ｆ
＋
Ａ
は
、「
十
姉
妹
」
の
草

稿
中
で
も
特
に
抹
消
や
挿
入
の
跡
が
多
い
。
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
筆
を
進
め
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
推
敲
の
結
果
、
初
出
本
文
に
近
い
内
容
に
ま
で
辿
り
着

い
た
の
で
あ
る
。

　
裏
を
返
せ
ば
、
Ｇ
で
は
最
後
に
、
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
こ
と
を
「
喜
ん
だ
」

と
く
り
返
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
男
が
強
が
っ
て
、
天
邪
鬼
を
演
じ
続
け
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
れ
が
Ａ
で
は
感
情
は
書
か
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
に
は

得
だ
と
考
え
た
こ
と
、
実
際
に
仕
事
に
も
支
障
を
来
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、吝
嗇
な
性
格
が
よ
り
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
Ｆ
＋
Ａ
か
ら
Ｄ
へ
の
変
化
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
端
的

に
言
う
と
、
前
者
の
内
容
は
、
後
者
で
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
二
段
落
の
、
懐
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
十
姉
妹
に
つ
い
て
、
捕
ま
え
て

売
れ
ば
良
い
金
に
な
る
と
考
え
る
場
面
は
、
Ａ
で
は
「
一
羽
一
円
五
十
銭
」
だ
っ

た
の
が
、
Ｄ
で
は
「
一
羽
一
円
。
い
や
、
一
円
五
十
銭
」
と
さ
れ
て
い
る
。
男
の

銭
勘
定
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
十
姉
妹
に
無
関
心
だ
っ
た
男
の
変
心
が

段
階
的
に
な
り
、
滑
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｄ
の
改
変
は
、
発
表
本
文
ま
で
受
け

継
が
れ
る
。

　
ま
た
、
最
終
段
落
は
、
Ａ
で
は
「
こ
の
男
は
ひ
そ
か
に
考
へ
て
」
だ
っ
た
の
が
、

Ｄ
で
は
「
何
の
因
果
か
と
男
は
な
げ
い
た
が
、
ま
た
考
へ
な
ほ
し
て
」
に
変
化
し

た
。
や
は
り
、
男
の
変
心
に
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
幸
不
幸
の
発
想
を
転
換

織
田
作
之
助
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し
た
姿
を
描
く
こ
と
で
、
切
り
換
え
の
鮮
や
か
さ
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
連
の
書
き
換
え
の
過
程
を
み
る
と
、
Ｇ
で
は
天
邪
鬼
に
見
え
か
ね
な
い
吝
嗇

な
男
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
Ｆ
＋
Ａ
で
は
、
ひ
た
す
ら
吝
嗇
な
性
格
と
し
て
一
貫

し
て
い
る
。
対
し
て
、
Ｄ
で
は
男
の
心
理
に
変
化
が
あ
る
。
彼
は
欲
望
を
募
ら
せ

た
り
、
嘆
い
た
末
に
思
い
直
し
た
り
と
心
情
を
変
え
る
。
む
ろ
ん
最
終
的
に
は
吝

嗇
な
発
想
に
落
ち
つ
く
点
に
、
男
の
個
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
。
し
か
し

心
情
に
変
化
が
あ
る
た
め
に
、
偏
屈
な
性
格
よ
り
、
物
事
の
捉
え
方
の
面
白
さ
が

話
の
中
心
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
Ｅ
は
Ｄ
の
清
書
版
に
あ
た
る
。
ほ
ぼ
修
正
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、総
題
が「
阿

堵
物
」
か
ら
「
動
物
集
」
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。
Ｄ
の

段
階
で
一
度
「
動
物
集
」
に
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
迷
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
た
だ
最
終
的
に
は
、
金
銭
を
意
味
す
る
総
題
は
退
け
ら
れ
、
動
物
に
よ

る
つ
な
が
り
が
示
さ
れ
た
。

　
織
田
作
之
助
は
『
大
阪
文
学
』
の
次
号
（
一
九
四
二
年
一
月
）
に
掲
載
し
た
「
創

作
号
作
品
評
」
で
、「
古
木
雄
呂
志
」
な
る
筆
名
を
使
い
、『
動
物
集
』
を
自
ら
批

評
し
た
。
そ
こ
で
は
「
織
田
作
之
助
の
味
噌
は
、
金
や
、
や
り
く
り
生
活
に
関
す

る
話
ば
か
り
を
集
め
て
一
つ
一
つ
違
つ
た
ス
タ
イ
ル
で
書
き
、
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ

動
物
の
題
を
つ
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
金
や
、

や
り
く
り
生
活
」
を
描
い
た
別
々
の
話
を
「
動
物
の
題
」
で
包
摂
し
た
着
想
を
、

作
之
助
は
強
調
し
た
。
そ
れ
は
、
人
々
が
多
彩
な
方
法
で
生
計
を
立
て
る
様
子
を

具
体
的
に
描
く
と
共
に
、
そ
う
し
た
姿
を
、
動
物
を
介
し
て
相
対
化
す
る
こ
と
で
、

人
間
の
生
活
と
い
う
も
の
を
、
距
離
を
置
い
て
見
直
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
。

　
三

　『動
物
集
』
の
そ
の
他
の
話
の
草
稿

　

三
・
一

　「土
佐
犬
」

　「
土
佐
犬
」
は
、「
わ
た
し
」
が
並
外
れ
て
大
き
な
人
と
小
さ
な
人
と
に
関
す
る

知
識
を
披
露
し
た
後
、
実
際
に
映
画
館
や
街
角
で
見
た
一
人
の
小
さ
な
男
の
記
憶

を
語
る
話
で
あ
る
。
男
は
職
を
転
々
と
し
つ
つ
、
直
近
で
は
大
き
な
土
佐
犬
の
散

歩
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
原
稿
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
は
序
盤

の
「
延
宝
八
年
に
は
、
大
阪
道
頓
堀
に
長
正
味
一
尺
二
寸
の
一
寸
法
師
が
見
世
物

に
出
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
」
話
に
触
れ
て
い
る
だ
け
の
文
章
で
、
一
編
を
分
析

す
る
上
で
は
、
ほ
ぼ
参
考
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
Ｄ
か
ら
Ｅ
に
は
変
更
が
少
な
く
、

Ｅ
は
Ｄ
の
清
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
動
物
集
』
の
形
成
を

考
え
る
上
で
、「
土
佐
犬
」
は
も
っ
ぱ
ら
Ｄ
内
部
の
変
更
を
検
討
す
る
べ
き
ケ
ー
ス

に
な
る
。

　
Ｄ
の
内
部
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
末
尾
に
多
く
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
本
文
は
以
下
で
あ
る
。

　
最
近
土
佐
犬
を
つ
れ
て
歩
い
て
ゐ
る
彼
の
姿
を
見
う
け
た
。
実
に
逞
し
い

立
派
な
土
佐
犬
だ
つ
た
。
鎖
の
端
に
両
手
で
し
が
み
つ
い
て
、
汗
づ
く
に
な

つ
て
ゐ
た
。
大
き
な
額
が
湯
気
を
立
て
て
ゐ
た
。
笑
ひ
顔
一
つ
せ
ず
、
あ
は

れ
だ
つ
た
。
土
佐
犬
好
き
の
金
持
に
雇
は
れ
て
、
毎
日
犬
の
運
動
に
歩
い
て

ゐ
る
と
覚
し
か
つ
た
。
物
好
き
な
金
持
も
あ
る
も
の
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
の
草
稿
は
以
下
で
あ
る
。

　〈
最
近
〉
土
佐
犬
を
【
ひ
つ
ぱ
つ
】〈
連
れ
〉
て
歩
い
て
ゐ
る
彼
の
姿
を
見

う
け
た
。【
ひ
つ
ぱ
ら
れ
て
と
い
つ
た
方
が
正
確
だ
ら
う
。
朝
、■
土
佐
犬
の

〈
犬
の
〉
運
動
は
】
実
に
逞
し
い
、
立
派
な
【
犬
】
土
佐
犬
だ
つ
た
。【
彼
を

二
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八

ひ
き
づ
り
ま
は
し
て
ゐ
た
。】
鎖
の
端
【
を
】〈
に
〉
両
手
【
に
■
■
■
】
で

し
が
み
つ
い
て
、
汗
づ
く
に
な
つ
て
ゐ
た
。
大
き
な
額
が
湯
気
を
立
て
て
ゐ

た
。
笑
ひ
顔
一
つ
見
せ
ず
、【
哀
】〈
あ
は
〉
れ
だ
つ
た
。
土
佐
犬
好
き
の
金

持
ち
に
雇
は
れ
て
、
毎
日
犬
の
運
動
に
歩
い
て
ゐ
る
【
の
だ
】〈
と
覚
し
か
〉

つ
た
。
物
好
き
な
金
持
も
あ
る
も
の
だ
。

　
多
く
の
抹
消
跡
か
ら
、「
彼
」
が
土
佐
犬
を
連
れ
た
場
面
を
い
か
に
表
現
す
る

か
に
作
家
が
努
め
た
結
果
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
至
っ
た
様
子
が
わ
か

る
。
当
初
は
、「
彼
」
が
犬
に
引
っ
張
ら
れ
、
引
き
ず
り
回
さ
れ
て
…
と
く
わ
し

く
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
改
稿
後
は
、
土
佐
犬
の
た
く
ま
し
さ
と
、
し
が
み
つ

く
「
彼
」
と
を
描
く
だ
け
に
し
て
、
対
比
的
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
困
難
な
仕

事
に
従
事
す
る
「
彼
」
の
姿
は
語
り
手
の
哀
れ
み
を
誘
う
。
た
だ
、
そ
う
し
た
心

情
は
す
ぐ
に
「
物
好
な
金
持
」
へ
の
関
心
に
逸
れ
て
い
く
。
同
情
よ
り
も
、
人
の

金
の
使
い
方
へ
の
興
味
で
閉
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
感
傷
的
な
話
に
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　

三
・
二

　「鴉
金
」

　「
鴉
金
」
は
、借
金
の
返
済
に
苦
し
む
寿
司
屋
の
夫
婦
の
話
で
あ
る
。
妻
は
し
ば

し
ば
質
屋
に
通
う
。
た
だ
し
世
間
体
が
悪
い
の
で
、
質
物
を
出
前
用
の
提
箱
に
入

れ
て
運
ぶ
。
店
名
の
入
っ
た
提
箱
を
手
に
町
中
を
か
け
ず
り
回
っ
た
結
果
、
期
せ

ず
し
て
評
判
を
呼
び
、
人
気
に
な
っ
て
借
金
を
返
し
、
質
屋
へ
の
出
前
を
提
箱
に

入
れ
て
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
作
品
に
は
三
種
類
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｅ
で
あ
る
。
し
か

し
、Ｄ
と
Ｅ
そ
し
て
発
表
本
文
と
は
、後
述
す
る
題
名
を
除
い
て
、ほ
と
ん
ど
変
更

が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｇ
か
ら
Ｄ
と
、
Ｄ
内
部
で
の
変
更
が
重
要
に
な
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
。

　
Ｇ
の
内
「
鴉
金
」
に
残
っ
て
い
る
の
は
、ご
く
一
部
で
あ
る
。「
寿
司
屋
」
と
書

か
れ
た
題
名
が
、抹
消
さ
れ
て
「
遺
伝
」
に
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
「〈
そ
の
〉
寿

司
屋
【
は
非
常
に
よ
く
は
や
る
と
い
ふ
評
判
で
】」
ま
で
し
か
な
い
。
た
だ
、Ｇ
の

段
階
で
既
に
「
評
判
」
を
め
ぐ
る
話
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。

　
そ
れ
が
Ｄ
に
な
る
と
、
題
名
は
「
評
判
」
が
消
さ
れ
て
「
鴉
金
」
に
な
っ
て
い

る
。
Ｄ
は
本
文
も
、
発
表
本
文
に
近
い
。
た
だ
、
序
盤
の
高
利
貸
を
頼
る
場
面
に

お
い
て
「
百
円
借
り
て
、
三
十
日
限
り
の
利
息
天
引
で
、
六
十
円
し
か
は
〈
い
〉

ら
ず
、
毎
日
日
が
暮
れ
る
と
、
自
転
車
で
来
て
、
そ
の
日
の
売
り
上
げ
を
さ
ら
へ

て
行
つ
た
。〈
俗
に
い
ふ
鴉
金
だ
。〉」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
部
分
は
注
意
さ
れ
る
。

「
鴉
金
」
と
い
う
題
名
に
関
わ
る
一
文
が
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
半
ば
強
引
に
「
鴉
」
と
い
う
動
物
が
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
吝
嗇
」
が
「
十
姉

妹
」
に
、「
阿
堵
物
」
が
「
動
物
集
」
に
変
更
さ
れ
た
の
と
同
じ
方
針
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
、
実
は
金
銭
を
め

ぐ
る
世
の
人
々
の
諸
相
を
描
い
て
い
る
。
各
編
の
執
筆
と
、
全
体
を
ま
と
め
る
作

業
と
は
、
並
行
し
て
調
整
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
・
三

　「馬
地
獄
」

　「
馬
地
獄
」
は
、
大
阪
の
堂
島
川
に
か
か
る
橋
に
佇
む
「
彼
」
の
話
で
あ
る
。

日
々
の
仕
事
に
疲
れ
た
「
彼
」
は
、
橋
の
傾
斜
に
苦
し
む
荷
馬
車
の
馬
を
見
て
わ

ず
か
に
心
を
慰
め
て
い
る
。
あ
る
と
き
一
人
の
男
に
道
を
尋
ね
ら
れ
る
。
困
窮
し

た
男
に
、「
彼
」
は
思
わ
ず
些
少
の
金
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
三
日
後
「
彼
」
は

同
じ
男
に
、
同
じ
よ
う
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
寸
借
詐
欺
に
気
づ
か
れ
た
男
は
逃

げ
、
入
れ
ち
が
い
に
や
っ
て
き
た
馬
の
表
情
を
「
彼
」
は
見
つ
め
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
三
種
類
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
Ｃ

か
ら
Ｄ
、
Ｄ
か
ら
Ｅ
、
Ｅ
か
ら
発
表
本
文
へ
と
い
う
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、

例
に
よ
っ
て
Ｄ
か
ら
Ｅ
に
は
大
き
な
変
更
が
な
く
、
Ｅ
は
ほ
ぼ
発
表
本
文
と
同
じ

で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｃ
か
ら
Ｄ
へ
の
変
更
と
、
Ｄ
内
部
の
変
更
が
際
立
つ
。
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ひ
き
づ
り
ま
は
し
て
ゐ
た
。】
鎖
の
端
【
を
】〈
に
〉
両
手
【
に
■
■
■
】
で

し
が
み
つ
い
て
、
汗
づ
く
に
な
つ
て
ゐ
た
。
大
き
な
額
が
湯
気
を
立
て
て
ゐ

た
。
笑
ひ
顔
一
つ
見
せ
ず
、【
哀
】〈
あ
は
〉
れ
だ
つ
た
。
土
佐
犬
好
き
の
金

持
ち
に
雇
は
れ
て
、
毎
日
犬
の
運
動
に
歩
い
て
ゐ
る
【
の
だ
】〈
と
覚
し
か
〉

つ
た
。
物
好
き
な
金
持
も
あ
る
も
の
だ
。

　
多
く
の
抹
消
跡
か
ら
、「
彼
」
が
土
佐
犬
を
連
れ
た
場
面
を
い
か
に
表
現
す
る

か
に
作
家
が
努
め
た
結
果
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
至
っ
た
様
子
が
わ
か

る
。
当
初
は
、「
彼
」
が
犬
に
引
っ
張
ら
れ
、
引
き
ず
り
回
さ
れ
て
…
と
く
わ
し

く
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
改
稿
後
は
、
土
佐
犬
の
た
く
ま
し
さ
と
、
し
が
み
つ

く
「
彼
」
と
を
描
く
だ
け
に
し
て
、
対
比
的
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
困
難
な
仕

事
に
従
事
す
る
「
彼
」
の
姿
は
語
り
手
の
哀
れ
み
を
誘
う
。
た
だ
、
そ
う
し
た
心

情
は
す
ぐ
に
「
物
好
な
金
持
」
へ
の
関
心
に
逸
れ
て
い
く
。
同
情
よ
り
も
、
人
の

金
の
使
い
方
へ
の
興
味
で
閉
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
感
傷
的
な
話
に
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　

三
・
二

　「鴉
金
」

　「
鴉
金
」
は
、借
金
の
返
済
に
苦
し
む
寿
司
屋
の
夫
婦
の
話
で
あ
る
。
妻
は
し
ば

し
ば
質
屋
に
通
う
。
た
だ
し
世
間
体
が
悪
い
の
で
、
質
物
を
出
前
用
の
提
箱
に
入

れ
て
運
ぶ
。
店
名
の
入
っ
た
提
箱
を
手
に
町
中
を
か
け
ず
り
回
っ
た
結
果
、
期
せ

ず
し
て
評
判
を
呼
び
、
人
気
に
な
っ
て
借
金
を
返
し
、
質
屋
へ
の
出
前
を
提
箱
に

入
れ
て
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
作
品
に
は
三
種
類
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｅ
で
あ
る
。
し
か

し
、Ｄ
と
Ｅ
そ
し
て
発
表
本
文
と
は
、後
述
す
る
題
名
を
除
い
て
、ほ
と
ん
ど
変
更

が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｇ
か
ら
Ｄ
と
、
Ｄ
内
部
で
の
変
更
が
重
要
に
な
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
。

　
Ｇ
の
内
「
鴉
金
」
に
残
っ
て
い
る
の
は
、ご
く
一
部
で
あ
る
。「
寿
司
屋
」
と
書

か
れ
た
題
名
が
、抹
消
さ
れ
て
「
遺
伝
」
に
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
「〈
そ
の
〉
寿

司
屋
【
は
非
常
に
よ
く
は
や
る
と
い
ふ
評
判
で
】」
ま
で
し
か
な
い
。
た
だ
、Ｇ
の

段
階
で
既
に
「
評
判
」
を
め
ぐ
る
話
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。

　
そ
れ
が
Ｄ
に
な
る
と
、
題
名
は
「
評
判
」
が
消
さ
れ
て
「
鴉
金
」
に
な
っ
て
い

る
。
Ｄ
は
本
文
も
、
発
表
本
文
に
近
い
。
た
だ
、
序
盤
の
高
利
貸
を
頼
る
場
面
に

お
い
て
「
百
円
借
り
て
、
三
十
日
限
り
の
利
息
天
引
で
、
六
十
円
し
か
は
〈
い
〉

ら
ず
、
毎
日
日
が
暮
れ
る
と
、
自
転
車
で
来
て
、
そ
の
日
の
売
り
上
げ
を
さ
ら
へ

て
行
つ
た
。〈
俗
に
い
ふ
鴉
金
だ
。〉」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
部
分
は
注
意
さ
れ
る
。

「
鴉
金
」
と
い
う
題
名
に
関
わ
る
一
文
が
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
半
ば
強
引
に
「
鴉
」
と
い
う
動
物
が
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
吝
嗇
」
が
「
十
姉

妹
」
に
、「
阿
堵
物
」
が
「
動
物
集
」
に
変
更
さ
れ
た
の
と
同
じ
方
針
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
、
実
は
金
銭
を
め

ぐ
る
世
の
人
々
の
諸
相
を
描
い
て
い
る
。
各
編
の
執
筆
と
、
全
体
を
ま
と
め
る
作

業
と
は
、
並
行
し
て
調
整
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
・
三

　「馬
地
獄
」

　「
馬
地
獄
」
は
、
大
阪
の
堂
島
川
に
か
か
る
橋
に
佇
む
「
彼
」
の
話
で
あ
る
。

日
々
の
仕
事
に
疲
れ
た
「
彼
」
は
、
橋
の
傾
斜
に
苦
し
む
荷
馬
車
の
馬
を
見
て
わ

ず
か
に
心
を
慰
め
て
い
る
。
あ
る
と
き
一
人
の
男
に
道
を
尋
ね
ら
れ
る
。
困
窮
し

た
男
に
、「
彼
」
は
思
わ
ず
些
少
の
金
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
三
日
後
「
彼
」
は

同
じ
男
に
、
同
じ
よ
う
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
寸
借
詐
欺
に
気
づ
か
れ
た
男
は
逃

げ
、
入
れ
ち
が
い
に
や
っ
て
き
た
馬
の
表
情
を
「
彼
」
は
見
つ
め
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
三
種
類
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
Ｃ

か
ら
Ｄ
、
Ｄ
か
ら
Ｅ
、
Ｅ
か
ら
発
表
本
文
へ
と
い
う
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、

例
に
よ
っ
て
Ｄ
か
ら
Ｅ
に
は
大
き
な
変
更
が
な
く
、
Ｅ
は
ほ
ぼ
発
表
本
文
と
同
じ

で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｃ
か
ら
Ｄ
へ
の
変
更
と
、
Ｄ
内
部
の
変
更
が
際
立
つ
。
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Ｃ
は
「
馬
地
獄
」
の
冒
頭
一
枚
ぶ
ん
で
、
以
下
が
全
文
で
あ
る
。

　
東
よ
り
順
に
大
江
橋
、
渡
辺
橋
、
田
簑
橋
、
そ
し
て
船
津
橋
ま
で
来
る
と
、

橋
の
感
じ
が
に
は
か
に
【
見
】〈
み
〉
す
ぼ
ら
し
い
。
橋
の
た
も
と
に
、ず
り

落
ち
た
や
う
な
感
じ
に
薄
汚
い
大
衆
【
喫
茶
】〈
珈
琲
〉
店
兼
飯
屋
が
あ
り
、

そ
の
地
下
室
は
ど
こ
か
の
事
務
所
【
だ
】〈
ら
し
い
〉
が
、久
し
く
人
の
姿
を

見
う
け
な
い
。
そ
れ
が
妙
に
【
橋
の
色
を
】
灰
色
が
見
え
る
。
そ
ん
な
こ
と

も
こ
の
橋
の
陰
気

　
一
方
、
Ｄ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
は
、
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。　

東
よ
り
順
に
大
江
橋
、
渡
辺
橋
、
田
簑
橋
、
そ
し
て
船
津
橋
ま
で
来
る
と
、

橋
の
感
じ
が
に
は
か
に
見
す
ぼ
ら
し
い
。
橋
の
た
も
と
に
、
ず
り
落
ち
た
や

う
な
感
じ
に
薄
汚
い
大
衆
珈
琲
店
兼
飯
屋
が
あ
る
。
そ
の
地
下
室
は
も
と
ど

こ
か
の
事
務
所
ら
し
か
つ
た
が
、
久
し
く
人
の
姿
を
見
う
け
な
い
。
そ
れ
が

妙
に
陰
気
く
さ
【
く
見
え
る
】〈
い
の
だ
〉。
ま
た
、
大
学
病
院
の
建
物
も
橋

の
た
も
と
の
附
属
建
築
物
だ
け
は
、置
き
忘
れ
ら
れ
た
や
う
に
う
ら
淋
し
い
。

〈
薄
汚
れ
て
ゐ
る
。〉
入
口
の
階
段
に
患
者
が
灰
色
に
う
づ
く
ま
つ
た
り
し
て

ゐ
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
一
層
こ
の
橋
の
感
じ
を
し
よ
ん
ぼ
り
さ
せ
て
ゐ
る
の

だ
ら
う
。
川
口
界
隈
の
〈
煤
〉
煙
に
【
覆
】【
覆
】【
く
】〈
く
〉
す
ん
だ
空

の
色
が
、
重
く
こ
の
橋
の
上
に
垂
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
。
川
の
水
も
濁
つ
て
ゐ

る
。

　
明
ら
か
に
、
冒
頭
の
記
述
が
詳
細
に
な
っ
た
。
大
学
病
院
や
空
の
色
、
川
の
水

の
記
述
が
加
わ
る
こ
と
で
、
船
津
橋
（
単
行
本
版
の
本
文
で
は
、
堂
島
川
の
実
際
に
即

し
て
玉
江
橋
）
を
中
心
と
し
た
、
灰
色
に
く
す
ん
だ
中
之
島
周
辺
が
強
調
さ
れ
た
。

一
編
の
色
調
が
濃
厚
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
馬
地
獄
」
の
構
成
は
、
宮
川
康
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
起
承
転
結
に
な
っ
て

い
る（
（（
（

。
そ
の
構
成
は
Ｄ
の
時
点
で
定
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
「
転
」
に
当
た

る
部
分
に
は
、
下
敷
き
に
な
っ
た
本
が
あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
結
末
は
独
自
の
も
の

で
あ
る
。
寸
借
詐
欺
を
し
た
男
に
再
会
し
て
逃
げ
ら
れ
る
の
は
元
の
本
と
同
じ
だ

が
、「
馬
地
獄
」
で
は
直
後
に
馬
が
登
場
す
る
。
逃
げ
る
男
と
逃
げ
ら
れ
る
男
に
馬

を
加
え
た
、
三
者
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
「
馬
地
獄
」
の
特
色
で
あ
る
。

　
独
自
の
表
現
構
造
を
も
た
ら
す
た
め
で
あ
ろ
う
、
Ｄ
の
末
尾
に
は
改
変
の
跡
が

多
い
。　

そ
れ
か
ら
三
日
経
つ
【
た
あ
】〈
た
〉
夕
方
、れ
い
の
や
う
に
欄
干
に
凭
れ

て
、
汚
い
川
水
を
な
が
め
て
ゐ
る
と
、
う
し
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
も

し
、
も
し
、
ち
よ
つ
と
お
伺
ひ
し
ま
す
が
の
し
、
針
中
野
ち
ゆ
う
た
ら
〈
こ

こ
か
ら
〉
…
…
…
…
、
振
り
向
【
く
と
、
こ
の
間
の
男
】
い
て
、
あ
つ
、
君

は
こ
の
間
の
―
―
男
は
足
音
高
く
逃
げ
て
行
つ
た
。
そ
の
方
向
か
ら
荷
馬
車

が
来
た
。
馬
が
【
嘶
】〈
い
な
な
〉
い
た
。
彼
は
も
う
そ
の
男
の
こ
と
を
忘

れ
、【
馬
の
】【
■
■
】【
い
■
■
た
や
】
び
つ
く
り
し
た
や
う
な
苦
痛
【
■
■

の
】
の
表
情
【
に
気
を
と
ら
れ
】〈
を
馬
の
顔
に
見
〉
て
ゐ
た
。

　
と
り
わ
け
、
馬
の
表
情
を
「
彼
」
が
受
け
止
め
る
過
程
を
推
敲
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
当
初
は
、
馬
の
驚
き
と
苦
痛
の
表
情
が
描
か
れ
、
そ
れ
に
「
彼
」
が

「
気
を
と
ら
れ
」
た
、
と
い
う
順
に
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
改
稿
に
よ
っ
て
、

「
彼
」が
馬
の
表
情
を
見
た
と
い
う
短
い
文
に
圧
縮
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
最
終
的
に

た
ど
り
着
い
た
表
現
は
、
Ｅ
の
本
文
や
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
改
稿
の
結
果
、
こ
の
場
面
で
は
、
実
際
の
馬
の
気
持
ち
は
と
も
か
く
、「
彼
」
が

馬
に
、
驚
き
と
苦
痛
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
だ
ま
さ

れ
た
「
彼
」
自
身
の
表
情
で
あ
る
と
共
に
、
詐
欺
に
失
敗
し
て
逃
げ
た
男
が
浮
か

べ
て
い
た
表
情
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
三
者
が
重
ね
合
わ
さ
る
か
ら
、
一
編
の
題

名
は
「
馬
地
獄
」
な
の
で
あ
る
。
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　「梟
」

　「
梟
」
は
、「
わ
た
し
」
が
現
金
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
、
読
書
家
に
な
っ
た

と
語
る
話
で
あ
る
。
貧
し
い
「
わ
た
し
」
は
、
会
社
の
本
屋
か
ら
か
け
買
い
で
新

刊
本
を
入
手
し
、
読
み
終
え
た
ら
即
座
に
売
却
す
る
こ
と
で
現
金
を
手
に
し
、
生

活
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
濫
読
家
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　「
梟
」
に
は
、草
稿
が
Ｄ
と
Ｅ
の
二
種
類
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
と
発
表
本
文
と
の

比
較
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
Ｅ
は
「
梟
」
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
比
較
で
き
る
部
分
は
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
各
編

で
は
少
な
か
っ
た
Ｄ
か
ら
Ｅ
へ
の
変
化
が
、「
梟
」
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
点
が
特

徴
で
あ
る
。

　
Ｄ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　
相
変
ら
ず
貧
乏
し
て
居
り
ま
す
。
月
給
で
す
か
。
五
円
昇
り
ま
し
た
。
え

え
、
七
十
円
で
す
。
こ
の
十
月
か
ら
。
女
房
が
内
職
で
十
円
儲
け
て
く
れ
ま

す
。
下
駄
の
台
磨
き
を
や
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
変
つ
た
内
職
で
せ
う
？

　
婦

人
雑
誌
で
見
た
ん
で
す
。
い
や
、読
ん
だ
の
は
【
わ
た
し
】〈
女
房
〉
ぢ
や
な

く
、
わ
た
し
で
す
。
え
え
。
ど
ん
な
本
で
も
よ
む
ん
で
す
。
手
あ
た
り
次
第

で
す
。
お
か
げ
で
随
分
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
ぼ
え
ま
す
。
こ
の
頃
は
科
学
書

が
沢
山
で
ま
す
な
。
え
え
、
読
ん
で
ゐ
ま
す
。
こ
れ
で
一
か
ど
の
通
俗
科
学

者
で
す
よ
。
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
べ
つ
に
ど
う
の
か
う
の
と
い
ふ
わ
け
ぢ
や

あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
一
方
、
Ｅ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　
相
変
ら
ず
貧
乏
し
て
を
り
ま
す
。
月
給
で
す
か
。
五
円
あ
が
り
ま
し
た
。

七
十
円
で
す
。
こ
の
十
月
か
ら
。
女
房
が
内
職
を
し
て
く
れ
〈
て
ゐ
〉
ま
す
。

そ
の
方
で
十
円
は
い
り
ま
す
。
下
駄
の
台
磨
き
で
す
。
婦
人
雑
誌
で
読
ん
だ

の
で
す
。
い
や
、
読
ん
だ
の
は
女
房
ぢ
や
な
く
て
、
こ
の
わ
た
し
で
す
。
随

分
い
ろ
ん
な
【
も
の
】〈
本
〉【
が
】
を
読
み
ま
す
よ
。
こ
の
頃
は
科
【
学
】

〈
学
〉
書
が
沢
山
で
ま
す
な
。
お
か
げ
で
、
一
か
ど
の
〈
通
俗
〉
科
学
【
■
】

者
に
な
れ
ま
し
た
よ
。

　
一
見
す
る
と
、
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

文
章
が
短
く
な
っ
て
い
る
。「
え
え
、」
と
か
「
変
つ
た
内
職
で
せ
う
？
」「
だ
か
ら

と
い
つ
て
」
以
下
な
ど
の
、
聞
き
手
に
応
対
し
た
文
言
が
減
り
、
一
人
称
の
饒
舌

が
簡
潔
に
、
凝
縮
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
傾
向
は
、
そ
の
後
の
部
分
に
も
続
く
。
語
り
手
は
、
貧
乏
を
し
て
い
る
か

ら
本
を
読
め
る
の
だ
、
と
い
う
説
明
を
始
め
る
。
そ
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
Ｄ
で

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
恥
を
言
は
な
け
れ
ば
、
わ
か
つ
て
も
ら
へ
ま
せ
ん
〈
。〉
い
い
で
す
と
も
。

説
明
し
ま
せ
う
。
あ
と
で
、
う
ん
と
笑
つ
て
下
さ
い
。
構
ひ
ま
せ
ん
か
ら
。

こ
の
頃
、
笑
ひ
が
欠
乏
し
て
ゐ
る
さ
う
で
す
な
。
い
や
、
こ
れ
も
な
に
か
で

読
み
ま
し
た
よ
。

　
一
方
、
Ｅ
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
構
ひ
ま
せ
ん
。
説
明
し
【
な
】
ま
せ
う
。
あ
と
で
、
う
ん
と
笑
つ
て
下
さ

い
。
こ
の
頃
笑
ひ
が
欠
乏
し
て
ゐ
る
さ
う
で
す
な
。
い
や
、
こ
れ
も
な
に
か

で
読
み
ま
し
た
よ
。

　

　
や
は
り
文
章
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
以
降
の
説
明
を
「
恥
」
だ

と
捉
え
た
り
、「
い
い
で
す
と
も
」
の
よ
う
に
、
語
る
に
あ
た
っ
て
自
ら
言
い
聞
か

せ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
語
句
が
削
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｄ
に
う

か
が
え
た
語
り
手
の
自
虐
性
が
、
Ｅ
及
び
発
表
本
文
か
ら
は
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。「
わ
た
し
」
の
屈
折
し
た
性
格
よ
り
も
、彼
の
発
想
や
ふ
る
ま
い
に
焦
点
が

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、「
十
姉
妹
」
に
似
て
い
る
。

　
同
様
の
傾
向
は
、Ｄ
の
内
部
に
も
見
て
取
れ
る
。
た
と
え
ば
、Ｄ
に
は
元
々
「
し

か
し
、
読
ま
ず
に
積
ん
で
置
く
人
よ
り
は
、
わ
た
し
の
【
■
】
や
う
な
濫
読
家
の

方
が
ま
し
で
せ
う
」
と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
で
こ
の
一
文
は
完
全

織
田
作
之
助
『
動
物
集
』
の
草
稿
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　「梟
」

　「
梟
」
は
、「
わ
た
し
」
が
現
金
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
、
読
書
家
に
な
っ
た

と
語
る
話
で
あ
る
。
貧
し
い
「
わ
た
し
」
は
、
会
社
の
本
屋
か
ら
か
け
買
い
で
新

刊
本
を
入
手
し
、
読
み
終
え
た
ら
即
座
に
売
却
す
る
こ
と
で
現
金
を
手
に
し
、
生

活
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
「
濫
読
家
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　「
梟
」
に
は
、草
稿
が
Ｄ
と
Ｅ
の
二
種
類
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
と
発
表
本
文
と
の

比
較
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
Ｅ
は
「
梟
」
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
比
較
で
き
る
部
分
は
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
各
編

で
は
少
な
か
っ
た
Ｄ
か
ら
Ｅ
へ
の
変
化
が
、「
梟
」
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
点
が
特

徴
で
あ
る
。

　
Ｄ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　
相
変
ら
ず
貧
乏
し
て
居
り
ま
す
。
月
給
で
す
か
。
五
円
昇
り
ま
し
た
。
え

え
、
七
十
円
で
す
。
こ
の
十
月
か
ら
。
女
房
が
内
職
で
十
円
儲
け
て
く
れ
ま

す
。
下
駄
の
台
磨
き
を
や
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
変
つ
た
内
職
で
せ
う
？

　
婦

人
雑
誌
で
見
た
ん
で
す
。
い
や
、読
ん
だ
の
は
【
わ
た
し
】〈
女
房
〉
ぢ
や
な

く
、
わ
た
し
で
す
。
え
え
。
ど
ん
な
本
で
も
よ
む
ん
で
す
。
手
あ
た
り
次
第

で
す
。
お
か
げ
で
随
分
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
ぼ
え
ま
す
。
こ
の
頃
は
科
学
書

が
沢
山
で
ま
す
な
。
え
え
、
読
ん
で
ゐ
ま
す
。
こ
れ
で
一
か
ど
の
通
俗
科
学

者
で
す
よ
。
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
べ
つ
に
ど
う
の
か
う
の
と
い
ふ
わ
け
ぢ
や

あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
一
方
、
Ｅ
の
冒
頭
は
以
下
で
あ
る
。

　
相
変
ら
ず
貧
乏
し
て
を
り
ま
す
。
月
給
で
す
か
。
五
円
あ
が
り
ま
し
た
。

七
十
円
で
す
。
こ
の
十
月
か
ら
。
女
房
が
内
職
を
し
て
く
れ
〈
て
ゐ
〉
ま
す
。

そ
の
方
で
十
円
は
い
り
ま
す
。
下
駄
の
台
磨
き
で
す
。
婦
人
雑
誌
で
読
ん
だ

の
で
す
。
い
や
、
読
ん
だ
の
は
女
房
ぢ
や
な
く
て
、
こ
の
わ
た
し
で
す
。
随

分
い
ろ
ん
な
【
も
の
】〈
本
〉【
が
】
を
読
み
ま
す
よ
。
こ
の
頃
は
科
【
学
】

〈
学
〉
書
が
沢
山
で
ま
す
な
。
お
か
げ
で
、
一
か
ど
の
〈
通
俗
〉
科
学
【
■
】

者
に
な
れ
ま
し
た
よ
。

　
一
見
す
る
と
、
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

文
章
が
短
く
な
っ
て
い
る
。「
え
え
、」
と
か
「
変
つ
た
内
職
で
せ
う
？
」「
だ
か
ら

と
い
つ
て
」
以
下
な
ど
の
、
聞
き
手
に
応
対
し
た
文
言
が
減
り
、
一
人
称
の
饒
舌

が
簡
潔
に
、
凝
縮
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
傾
向
は
、
そ
の
後
の
部
分
に
も
続
く
。
語
り
手
は
、
貧
乏
を
し
て
い
る
か

ら
本
を
読
め
る
の
だ
、
と
い
う
説
明
を
始
め
る
。
そ
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
Ｄ
で

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
恥
を
言
は
な
け
れ
ば
、
わ
か
つ
て
も
ら
へ
ま
せ
ん
〈
。〉
い
い
で
す
と
も
。

説
明
し
ま
せ
う
。
あ
と
で
、
う
ん
と
笑
つ
て
下
さ
い
。
構
ひ
ま
せ
ん
か
ら
。

こ
の
頃
、
笑
ひ
が
欠
乏
し
て
ゐ
る
さ
う
で
す
な
。
い
や
、
こ
れ
も
な
に
か
で

読
み
ま
し
た
よ
。

　
一
方
、
Ｅ
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
構
ひ
ま
せ
ん
。
説
明
し
【
な
】
ま
せ
う
。
あ
と
で
、
う
ん
と
笑
つ
て
下
さ

い
。
こ
の
頃
笑
ひ
が
欠
乏
し
て
ゐ
る
さ
う
で
す
な
。
い
や
、
こ
れ
も
な
に
か

で
読
み
ま
し
た
よ
。

　

　
や
は
り
文
章
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
以
降
の
説
明
を
「
恥
」
だ

と
捉
え
た
り
、「
い
い
で
す
と
も
」
の
よ
う
に
、
語
る
に
あ
た
っ
て
自
ら
言
い
聞
か

せ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
語
句
が
削
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｄ
に
う

か
が
え
た
語
り
手
の
自
虐
性
が
、
Ｅ
及
び
発
表
本
文
か
ら
は
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。「
わ
た
し
」
の
屈
折
し
た
性
格
よ
り
も
、彼
の
発
想
や
ふ
る
ま
い
に
焦
点
が

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、「
十
姉
妹
」
に
似
て
い
る
。

　
同
様
の
傾
向
は
、Ｄ
の
内
部
に
も
見
て
取
れ
る
。
た
と
え
ば
、Ｄ
に
は
元
々
「
し

か
し
、
読
ま
ず
に
積
ん
で
置
く
人
よ
り
は
、
わ
た
し
の
【
■
】
や
う
な
濫
読
家
の

方
が
ま
し
で
せ
う
」
と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
で
こ
の
一
文
は
完
全

織
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に
削
除
さ
れ
た
。
物
資
不
足
の
時
代
に
積
ん
読
す
る
人
々
へ
の
批
判
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
自
己
を
正
当
化
す
る
意
識
が
後
景
に
退
く
。
代
わ
り
に
、
風
変
わ
り

な
着
想
及
び
行
動
が
前
面
に
出
る
。

　
こ
の
作
品
に
梟
そ
の
も
の
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、
徹
夜
で
読
書
す
る
「
わ
た

し
」
の
充
血
し
た
眼
が
強
調
さ
れ
る
部
分
は
、
梟
と
い
う
夜
も
目
を
光
ら
せ
る
動

物
に
似
通
う
。
ま
た
、
一
般
に
梟
に
は
知
恵
者
、
賢
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
わ
た
し
」
も
雑
学
に
長
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、そ
れ
は
現
金
確
保
の
た
め
に
雑

多
な
本
を
読
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
齟
齬
に
よ
る
滑
稽
さ
が
、
一
編
の

印
象
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
・
五

　「狸
」

　「
狸
」
は
、
遺
産
目
当
て
の
結
婚
を
し
た
女
の
話
で
あ
る
。
女
は
、
大
金
を
持
つ

身
寄
り
の
な
い
老
人
と
結
婚
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
老
人
に
は
甥
が

い
て
、
そ
の
遺
児
を
世
話
す
る
羽
目
に
な
る
。
し
か
も
、
老
人
は
没
後
に
多
額
の

借
金
を
抱
え
て
い
た
と
判
明
し
た
。
女
は
遺
児
を
連
れ
て
他
家
へ
嫁
い
だ
。

　
こ
の
作
品
に
は
草
稿
が
Ｄ
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、Ｄ
内
部
の
検
討
と
、

発
表
本
文
と
の
比
較
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、後
者
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。

　
Ｄ
の
内
部
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、大
幅
な
修
正
の
跡
が
見
ら
れ
る
末
尾
で
あ
る
。

　
老
人
は
〈
ま
る
〉
三
年
女
の
若
さ
【
を
】
食
ひ
、子
供
【
を
■
■
■
】【
■
】

の
可
愛
さ
愉
ん
だ
あ
げ
く
、
ぽ
く
り
と
死
ん
だ
。【
遺
言
状
と
て
な
く
、
女
は

あ
わ
て
て
財
産
の
隠
し
場
所
さ
が
し
た
が
、
見
当
ら
な
か
つ
た
。
老
人
】
す

る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
借
金
取
が
来
た
。〈
死
ぬ
ま
で
尻
尾
を
見
せ
な
か
つ

た
わ
け
だ
が
、〉
老
人
は
実
は
財
産
と
て
一
文
も
な
く
、〈
あ
る
と
見
せ
か
け

【
■
】
て
〉
借
金
で
く
ら
し
て
ゐ
た
の
だ
つ
た
。
そ
れ
と
わ
か
る
と
、女
は
泣

け
も
し
な
か
つ
た
。

　
女
は
【
老
人
の
甥
を
連
れ
て
、】
間
も
な
く
【
■
再
婚
】【
他
家
へ
】
よ
そ

へ
嫁
い
だ
。
老
人
の
甥
【
を
】
連
れ
て
…
…
…
。

　
ま
ず
、
女
が
遺
言
状
も
、
財
産
の
隠
し
場
所
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う

内
容
が
、
一
度
は
書
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
こ
の
変
更
の
た
め
、
老
人
の
死
の
直
後
か
ら
借
金
取
り
が
押
し
寄
せ
て
、
老

人
の
嘘
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
。
女
の
行
動
が
削
除
さ
れ
た

こ
と
で
、
女
が
受
動
的
に
し
か
ふ
る
ま
え
な
か
っ
た
印
象
が
強
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
次
に
、「
死
ぬ
ま
で
尻
尾
を
見
せ
な
か
つ
た
」
と
い
う
語
句
の
挿
入
が
、
人
を

欺
く
「
狸
」
と
い
う
題
名
と
の
重
な
り
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。「
梟
」
と
同
様
に
、

動
物
そ
の
も
の
は
出
て
こ
な
い
が
、
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
わ
ら
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
末
尾
の
二
文
の
修
正
が
注
目
さ
れ
る
。
修
正
の
結
果
、「
女
は
よ
そ
へ

嫁
い
だ
。
老
人
の
甥
の
子
連
れ
て
。」と
い
う
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
に
な
っ

て
い
る
。
も
と
よ
り
、
女
の
行
動
そ
の
も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｄ

で
は
「
再
婚
」
が
抹
消
さ
れ
て
「
よ
そ
へ
嫁
い
だ
」
と
さ
れ
、
初
期
段
階
で
は
通

常
の
形
で
書
か
れ
て
い
た
甥
を
連
れ
て
行
く
文
が
、
倒
置
法
に
さ
れ
た
こ
と
で
、

女
が
能
動
的
に
ふ
る
ま
っ
た
印
象
が
強
く
な
る
。
ま
た
、
女
の
子
供
へ
の
愛
着
も

強
調
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
結
果
、
老
人
の
「
狸
」
ぶ
り
と
は
対
照
的
に
、
金
儲
け
を
企

ん
で
い
た
女
が
、
自
分
は
だ
ま
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弱
い
者
を
保
護
す
る

人
生
を
主
体
的
に
見
出
し
た
物
語
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

　

三
・
六

　「猫
の
蚤
」

　「
猫
の
蚤
」
は
、
岡
部
太
市
と
い
う
吝
嗇
な
男
が
、
叔
母
の
形
見
分
け
に
も
ら
っ

た
狐
の
襟
巻
き
で
一
儲
け
を
企
む
話
で
あ
る
。
時
世
で
襟
巻
き
は
売
れ
な
い
。
た

だ
、
太
市
は
反
古
か
ら
、
狐
の
襟
巻
き
で
猫
の
蚤
を
取
る
商
売
を
知
る
。
早
速
試

み
る
も
の
の
、誰
か
ら
も
呼
ば
れ
な
い
。
太
市
は
今
と
昔
の
ち
が
い
を
思
い
知
る
。

二
八
二

　「
猫
の
蚤
」
に
は
、
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｇ
と
い
う
三
つ
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
た
だ
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｂ
は
Ｄ
の
末
尾
に
当
た
る
。
ゆ
え
に
Ｇ
か
ら
Ｄ
＋
Ｂ
、
そ

し
て
発
表
本
文
と
い
う
比
較
が
で
き
る
。

　
特
に
、
現
存
す
る
最
初
期
段
階
で
あ
る
Ｇ
か
ら
の
変
遷
を
確
認
で
き
る
点
が
、

「
猫
の
蚤
」
の
特
色
で
あ
る
。
Ｇ
に
は
「
十
姉
妹
」「
鴉
金
」「
猫
の
蚤
」
し
か
な

い
。
た
だ
し
「
鴉
金
」
は
題
名
と
一
行
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
か
ら
の
推
移

を
確
認
で
き
る
の
は
、「
十
姉
妹
」
以
外
で
は
「
猫
の
蚤
」
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
で
は
題
名
が
「
蓄
財
」
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　〈
遺
産
に
〉
狐
の
毛
皮
を
も
【
つ
て
ゐ
】〈
ら
つ
〉
た
。〈
む
ろ
ん
、
す
ぐ
〉

売
る
こ
と
に
な
つ
た
〈
。〉
し
か
し
、
買
手
は
な
か
つ
た
。
贅
沢
品
で
あ
る
。

は
た
と
困
つ
た
。
考
へ
て
、
猫
の
【
■
】
蚤
を
と
る
商
売
を
は
じ
め
た
。
猫

の
蚤
と
り
ま
せ
う
、
猫
の
蚤
と
り
ま
せ
う
と
、〈
ふ
れ
〉
歩
い
た
。
呼
び
入
れ

ら
れ
る
と
、
ま
づ
猫
を
水
で
洗
ふ
。
そ
し
て
、〈
狐
の
〉
毛
皮
を
そ
の
上
に
の

せ
る
。
濡
れ
た
【
蚤
】〈
毛
〉
を
い
や
が
つ
た
蚤
は
す
べ
て
狐
の
毛
皮
に
乗

り
移
つ
た
。
こ
れ
は
、
西
鶴
の
織
留
に
も
あ
る
話
【
で
、
に
も
あ
る
話
】
だ

が
、
こ
の
男
の
独
創
は
、【
そ
の
あ
と
】〈
ほ
か
に
〉、
蚤
の
卵
を
殺
す
薬
を
売

り
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　
既
に
、
狐
の
毛
皮
で
猫
の
蚤
を
取
る
商
売
を
思
い
つ
く
男
の
話
に
は
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
「
蓄
財
」
で
は
、
男
に
固
有
名
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
貧

し
く
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
吝
嗇
だ
と
い
う
話
は
な
い
。「
蚤
の
卵
を
殺
す
」
工
夫

を
思
い
つ
い
た
「
独
創
」
が
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
題
名
も
考
慮
す
る

と
、「
蓄
財
」
に
成
功
し
た
話
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
猫
の

蚤
を
取
る
方
法
が
井
原
西
鶴
の
『
西
鶴
織
留
』
の
一
編
に
拠
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る（
（1
（

。

　
一
方
、
Ｄ
で
は
題
名
が
「
猫
の
蚤
」
に
な
り
、「
岡
部
太
市
。
三
十
六
の
男
。
平

凡
な
顔
の
平
凡
な
性
質
の
男
」
と
始
ま
る
。
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
後
の
、
太
市
の
吝
嗇
さ
や
、
裕
福
な
叔
母
の
死
を
期
待
し
、
形
見
分
け
に
狐
の

襟
巻
き
を
も
ら
っ
た
こ
と
、
し
か
し
「
今
の
時
節
」
に
そ
の
よ
う
な
贅
沢
品
が
売

れ
な
い
こ
と
、
反
古
か
ら
猫
の
蚤
を
売
る
方
法
を
真
似
る
が
失
敗
す
る
と
い
っ
た

展
開
も
、
細
か
な
語
句
の
差
異
を
除
け
ば
、
発
表
本
文
と
同
じ
で
あ
る
。

　
Ｇ
か
ら
Ｄ
＋
Ｂ
へ
の
改
稿
に
よ
っ
て
、
西
鶴
作
品
を
現
代
に
応
用
し
て
成
功
す

る
話
が
、
昔
の
手
法
が
通
じ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
話
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
時
世
の
変
化
が
主
題
と
し
て
前
景
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
、「
阿
堵

物
」
と
い
う
総
題
の
変
更
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
金
銭
そ
れ
自
体
で
は

な
く
、
経
済
活
動
を
通
し
て
人
の
世
の
姿
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
も
動
物
を
介
し
て
、

突
き
放
し
て
示
す
こ
と
が
、
作
品
の
ね
ら
い
な
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　　
本
論
で
は
、
複
数
の
草
稿
の
差
異
か
ら
発
表
本
文
に
至
る
推
移
を
検
証
す
る
こ

と
で
、『
動
物
集
』
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
経
済
活
動
を
め
ぐ
っ
て

展
開
す
る
各
編
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
姿
は
、
共
感
を
誘
う
と
い
う
よ
り
、
対
象
化
さ

れ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
細
部
の
改
稿
の
跡
か
ら
も
、
特
異
な
生
計
の
立
て
方
よ

り
、
思
考
や
着
想
の
意
外
性
や
、
人
の
世
の
姿
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
き
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
他
の
作
之
助
作
品
に
も
通
じ
る
特
徴
が
、
細

か
な
本
文
の
微
調
整
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
分
析
の
過
程
で
、
現
存
す
る
複
数
の
草
稿
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
く
り
返
せ
ば
、
電
子
公
開
化
に
よ
っ
て
織
田
文
庫
の
草
稿
は
見
や
す
く
な
っ

た
。
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
過
程
で
抜
け
落
ち
る
要
素

を
拾
い
上
げ
な
が
ら
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
肝
要
と
な
ろ
う
。

織
田
作
之
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　「
猫
の
蚤
」
に
は
、
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｇ
と
い
う
三
つ
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
た
だ
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｂ
は
Ｄ
の
末
尾
に
当
た
る
。
ゆ
え
に
Ｇ
か
ら
Ｄ
＋
Ｂ
、
そ

し
て
発
表
本
文
と
い
う
比
較
が
で
き
る
。

　
特
に
、
現
存
す
る
最
初
期
段
階
で
あ
る
Ｇ
か
ら
の
変
遷
を
確
認
で
き
る
点
が
、

「
猫
の
蚤
」
の
特
色
で
あ
る
。
Ｇ
に
は
「
十
姉
妹
」「
鴉
金
」「
猫
の
蚤
」
し
か
な

い
。
た
だ
し
「
鴉
金
」
は
題
名
と
一
行
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
か
ら
の
推
移

を
確
認
で
き
る
の
は
、「
十
姉
妹
」
以
外
で
は
「
猫
の
蚤
」
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
で
は
題
名
が
「
蓄
財
」
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　〈
遺
産
に
〉
狐
の
毛
皮
を
も
【
つ
て
ゐ
】〈
ら
つ
〉
た
。〈
む
ろ
ん
、
す
ぐ
〉

売
る
こ
と
に
な
つ
た
〈
。〉
し
か
し
、
買
手
は
な
か
つ
た
。
贅
沢
品
で
あ
る
。

は
た
と
困
つ
た
。
考
へ
て
、
猫
の
【
■
】
蚤
を
と
る
商
売
を
は
じ
め
た
。
猫

の
蚤
と
り
ま
せ
う
、
猫
の
蚤
と
り
ま
せ
う
と
、〈
ふ
れ
〉
歩
い
た
。
呼
び
入
れ

ら
れ
る
と
、
ま
づ
猫
を
水
で
洗
ふ
。
そ
し
て
、〈
狐
の
〉
毛
皮
を
そ
の
上
に
の

せ
る
。
濡
れ
た
【
蚤
】〈
毛
〉
を
い
や
が
つ
た
蚤
は
す
べ
て
狐
の
毛
皮
に
乗

り
移
つ
た
。
こ
れ
は
、
西
鶴
の
織
留
に
も
あ
る
話
【
で
、
に
も
あ
る
話
】
だ

が
、
こ
の
男
の
独
創
は
、【
そ
の
あ
と
】〈
ほ
か
に
〉、
蚤
の
卵
を
殺
す
薬
を
売

り
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　
既
に
、
狐
の
毛
皮
で
猫
の
蚤
を
取
る
商
売
を
思
い
つ
く
男
の
話
に
は
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
「
蓄
財
」
で
は
、
男
に
固
有
名
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
貧

し
く
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
吝
嗇
だ
と
い
う
話
は
な
い
。「
蚤
の
卵
を
殺
す
」
工
夫

を
思
い
つ
い
た
「
独
創
」
が
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
題
名
も
考
慮
す
る

と
、「
蓄
財
」
に
成
功
し
た
話
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
猫
の

蚤
を
取
る
方
法
が
井
原
西
鶴
の
『
西
鶴
織
留
』
の
一
編
に
拠
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る（
（1
（

。

　
一
方
、
Ｄ
で
は
題
名
が
「
猫
の
蚤
」
に
な
り
、「
岡
部
太
市
。
三
十
六
の
男
。
平

凡
な
顔
の
平
凡
な
性
質
の
男
」
と
始
ま
る
。
発
表
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
後
の
、
太
市
の
吝
嗇
さ
や
、
裕
福
な
叔
母
の
死
を
期
待
し
、
形
見
分
け
に
狐
の

襟
巻
き
を
も
ら
っ
た
こ
と
、
し
か
し
「
今
の
時
節
」
に
そ
の
よ
う
な
贅
沢
品
が
売

れ
な
い
こ
と
、
反
古
か
ら
猫
の
蚤
を
売
る
方
法
を
真
似
る
が
失
敗
す
る
と
い
っ
た

展
開
も
、
細
か
な
語
句
の
差
異
を
除
け
ば
、
発
表
本
文
と
同
じ
で
あ
る
。

　
Ｇ
か
ら
Ｄ
＋
Ｂ
へ
の
改
稿
に
よ
っ
て
、
西
鶴
作
品
を
現
代
に
応
用
し
て
成
功
す

る
話
が
、
昔
の
手
法
が
通
じ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
話
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
時
世
の
変
化
が
主
題
と
し
て
前
景
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
、「
阿
堵

物
」
と
い
う
総
題
の
変
更
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
金
銭
そ
れ
自
体
で
は

な
く
、
経
済
活
動
を
通
し
て
人
の
世
の
姿
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
も
動
物
を
介
し
て
、

突
き
放
し
て
示
す
こ
と
が
、
作
品
の
ね
ら
い
な
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　　
本
論
で
は
、
複
数
の
草
稿
の
差
異
か
ら
発
表
本
文
に
至
る
推
移
を
検
証
す
る
こ

と
で
、『
動
物
集
』
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
経
済
活
動
を
め
ぐ
っ
て

展
開
す
る
各
編
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
姿
は
、
共
感
を
誘
う
と
い
う
よ
り
、
対
象
化
さ

れ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
細
部
の
改
稿
の
跡
か
ら
も
、
特
異
な
生
計
の
立
て
方
よ

り
、
思
考
や
着
想
の
意
外
性
や
、
人
の
世
の
姿
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
き
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
他
の
作
之
助
作
品
に
も
通
じ
る
特
徴
が
、
細

か
な
本
文
の
微
調
整
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
分
析
の
過
程
で
、
現
存
す
る
複
数
の
草
稿
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
く
り
返
せ
ば
、
電
子
公
開
化
に
よ
っ
て
織
田
文
庫
の
草
稿
は
見
や
す
く
な
っ

た
。
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
過
程
で
抜
け
落
ち
る
要
素

を
拾
い
上
げ
な
が
ら
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
肝
要
と
な
ろ
う
。

織
田
作
之
助
『
動
物
集
』
の
草
稿
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注（
1
）
日
本
近
代
文
学
館
、関
西
大
学
図
書
館
な
ど
に
も
一
部
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
近
代

文
学
館
所
蔵
の
も
の
は
日
高
昭
二「
織
田
作
之
助
」（
日
本
近
代
文
学
館
編『
近
代
文
学
草

稿
・
原
稿
研
究
事
典
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
関
西
大
学
所
蔵
の
も
の
は
増
田
周

子
編
『
織
田
作
之
助
と
大
阪
』（
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三

年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
織
田
文
庫
」
目
録
―w

eb

版
―

　https://w
w
w
.library.

pref.osaka.jp/site/osaka/oda-w
eb-index.htm

l

の
記
載
に
よ
る（
二
〇
二
五
年
一
一

月
三
〇
日
確
認
）。

（
3
）
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年

（
4
）
拙
稿
「
織
田
作
之
助
『
螢
』
論
」（『
語
文
』
二
〇
二
三
年
六
月
）、
勝
倉
明
以
「
織
田
作

之
助
「
競
馬
」
に
内
在
す
る
嫉
妬
と
喪
―
本
文
の
生
成
過
程
を
中
心
に
」（『
日
本
研
究
』

二
〇
二
五
年
三
月
）
な
ど
。

（
5
）
以
下
に
取
り
あ
げ
る
問
題
の
他
に
、デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
再
現
で
き
な
い
情
報
は
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
判
読
で
き
な

い
文
字
が
、
現
物
を
透
か
し
見
れ
ば
読
み
切
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

（
6
）
な
お
、「
掌
篇
集
」
と
い
う
表
記
は
草
稿
の
記
載
に
基
づ
く
。「
お
お
さ
か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
は
「
掌
編
集
」
と
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
篇
」
で
は
な
く
「
編
」
と
入
力
す

る
必
要
が
あ
る
（
二
〇
二
五
年
一
一
月
三
〇
日
確
認
）。

（
7
）
拙
著
『
ご
く
短
い
小
説
の
研
究

　
近
現
代
日
本
掌
編
文
学
論
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
五
年
）
第
3
部
第
2
章
「
織
田
作
之
助
『
実
感
』
―
掌
編
文
学
の
生
成
」
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
8
）『
文
藝
』
一
九
四
二
年
一
月

（
9
）
杉
山
平
一
は
「
織
田
作
之
助
に
つ
い
て
」（『
大
阪
文
学
』
一
九
四
三
年
七
月
）
で
「「
動

物
集
」
は
彼
の
秀
作
」
と
し
、「
織
田
作
之
助
君
を
偲
ぶ
」（『
文
学
雑
誌
』
一
九
四
七
年

五
月
）
で
も
「
彼
の
空
想
も
の
の
頂
点
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
10
）
宮
川
康
「
織
田
作
之
助
「
馬
地
獄
」
の
教
材
性
―
現
代
文
分
野
に
お
け
る
「
大
阪
の
文
学
」

の
教
材
と
し
て
―
」（『
研
究
紀
要
』
一
九
九
五
年
三
月
）、
拙
稿
「
織
田
作
之
助
「
馬
地

獄
」
の
方
法
―
北
尾
鐐
之
助
『
近
代
大
阪
』
を
手
が
か
り
に
」（『
国
語
国
文
』
二
〇
一
一

年
一
二
月
）。

（
11
）（
10
）
の
宮
川
論
参
照
。

（
12
）（
10
）
の
拙
稿
参
照
。

（
13
）
中
途
で
、
Ｄ
で
は
「
女
は
子
供
の
守
に
位
置
に
か
ま
け
た
」
と
書
か
れ
て
い
た
部
分
が
、

発
表
本
文
で
は
「
女
は
子
供
が
可
愛
く
な
つ
た
」
と
さ
れ
た
改
稿
に
も
、女
の
愛
情
を
強

調
す
る
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
14
）
こ
の
点
は
、早
く
瀧
田
貞
治
「『
漂
流
』
と
西
鶴
の
作
品
―
西
鶴
雑
話
―
」（『
台
湾
文
藝
』

一
九
四
四
年
七
月
）
に
、「
こ
れ
は
『
織
留
』
三
ノ
四
「
何
に
て
も
智
恵
の
振
売
」
を
そ

の
ま
ま
巧
に
作
中
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
」
と
言
及
が
あ
る
。
な
お
、吉
田
精
一
「
織
田

作
之
助
と
西
鶴
」（『
現
代
文
学
と
古
典
』
至
文
堂
、
一
九
六
一
年
、
二
五
六
頁
）
も
、
西

鶴
作
品
と
『
動
物
集
』
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

〈
付
記
〉
本
研
究
はJSPS

科
研
費22K

00293

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）
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石
川
淳
「
お
と
し
ば
な
し
」
と
黄
表
紙

　　

宮

内

淳

子

　

　「
お
と
し
ば
な
し

　
李
白
」（『
小
説
新
潮
』
一
九
四
九
年
六
月
）�

挿
絵
・
初
山
滋

　「
お
と
し
ば
な
し

　
和
唐
内
」（『
小
説
新
潮
』
一
九
五
〇
年
六
月
）
挿
絵
・
初
山
滋

　「
お
と
し
ば
な
し

　
列
子
」（『
別
冊
小
説
新
潮
』
一
九
五
〇
年
九
月
）

�

挿
絵
・
初
山
滋

　「
お
と
し
ば
な
し

　
管
仲
」（『
小
説
公
園
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
）
挿
絵
・
初
山
滋

　「
お
と
し
ば
な
し

　
清
盛
」（『
オ
ー
ル
読
物
』
一
九
五
一
年
一
一
月
）

�

挿
絵
・
初
山
滋

　
な
お
、「
お
と
し
ば
な
し
業
平
」（『
新
潮
』
一
九
五
六
年
一
一
月
）（
挿
絵
な
し
）
は

時
間
が
離
れ
、
系
統
も
違
う
の
で
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
い
。
ま
た
、
以
下
、
本

稿
で
個
々
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
場
合
、「
お
と
し
ば
な
し
」
は
略
し
て
「
堯
舜
」

「
列
子
」
と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
。『
列
子
』
と
表
記
す
る
と
き
は
書
名
で
あ
る
。

　「
江
戸
人
の
発
想
法
に
つ
い
て
」（『
思
想
』
一
九
四
三
年
三
月
）
で
石
川
は
、大
田

南
畝
及
び
南
畝
を
中
心
と
す
る
天
明
狂
歌
を
め
ぐ
っ
て
、「
江
戸
の
市
井
に
継
起

し
た
文
学
の
方
法
を
つ
ら
ぬ
い
て
ゐ
る
も
の
は
こ
の
俳
諧
化
と
い
ふ
操
作
」
だ
と

論
じ
て
い
た
。
俳
諧
化
は
、
戦
中
に
限
っ
て
の
韜
晦
の
手
段
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
石
川
淳
の
文
学
に
お
い
て
一
貫
し
て
欠
か
せ
な
い
方
法
で
あ
る
。

「
狂
歌
百
鬼
夜
狂
」（『
文
学
界
』
一
九
五
二
年
一
〇
月
）
に
あ
る
「
雅
言
と
俚
言
と
の

緊
張
関
係
の
上
に
あ
た
ら
し
い
表
現
法
を
発
見
す
る
」
と
い
う
姿
勢
も
こ
こ
に
繋

が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
お
と
し
ば
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
こ
の
俳
諧
化
の
手

法
が
、
そ
の
ま
ま
見
え
や
す
い
か
た
ち
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
は
じ
め
に

　　
石
川
淳
は
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」（『
新
潮
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
）
の
高
い
評
価
に

よ
り
、
戦
後
の
再
出
発
を
し
た
。
焼
跡
の
闇
市
の
光
景
に
聖
書
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
、
翌
年
の
一
九
四
七
年
に
も
続
け
て
、「
か
よ
ひ
小
町
」

（『
中
央
公
論
』
一
月
）、「
雪
の
イ
ヴ
」（『
別
冊
文
芸
春
秋
』
六
月
）、「
処
女
懐
胎
」（『
人

間
』
九
月
）
な
ど
、
聖
書
や
古
典
文
学
を
背
景
に
据
え
た
短
篇
を
発
表
し
た
。

　
本
論
で
取
り
上
げ
る
「
お
と
し
ば
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
に
も
、
堯
、
舜
、
李
白
、

列
子
、
管
仲
、
清
盛
ら
、
神
話
や
歴
史
上
の
人
物
、
高
名
な
詩
人
な
ど
が
登
場
す

る
が
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
の
系
統
と
は
違
い
が
あ
る
。
向
う
先
は
落
ち
で
あ
り
、

読
ま
せ
ど
こ
ろ
は
詩
聖
や
歴
史
上
の
偉
人
ら
が
俗
世
間
に
遊
ぶ
さ
ま
に
あ
る
。
滑

稽
さ
を
諷
刺
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
彼
ら
が
卑
俗
な
世

相
を
動
き
回
る
中
に
生
れ
る
笑
い
の
方
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
小
説
だ
と

し
た
ら
、
小
説
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
な
ん
と
柔
軟
な
も
の
だ
ろ
う
、
と
思
わ
さ
れ

る
。

　「
お
と
し
ば
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
の
掲
載
誌
は
次
に
示
す
通
り
、い
ず
れ
も
中
間
小

説
誌
で
、
挿
絵
が
あ
る
。

　「
お
と
し
ば
な
し

　
堯
舜
」（『
読
物
時
事
・
別
冊
第
三
号
』
一
九
四
九
年
五
月
）

�

挿
絵
・
清
水
崑

石
川
淳
「
お
と
し
ば
な
し
」
と
黄
表
紙
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